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自然劇場

　２月４日、農村交流館で子どもたちの
雪遊び大会が行われました。雪合戦や宝
さがし、雪で凍らせるアイスクリーム作
りなど、雪をたくさん楽しみました。

元気に雪遊び！
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障害者手帳の手続き

転入

＜障害者手帳の住所変更届＞
　村でサービス等を受けるため、各
種障害者手帳をお持ちの方は住所変
更の手続きをしてください。
　転出の場合は、転出先で手続きを
してください。

①本人確認書類（マ
イナンバーカード、
運転免許証等）
②障害者手帳

健康福祉係
（内線 125）

口座振替の手続き

転入
・
転出

＜税金・保険料・水道料金等の口座振替＞
　税金・保険料等の納付は、口座振
替が便利です。金融機関に出向く必
要がなく、納め忘れもありません。

①はんこ
（金融機関の登録印）
②口座番号等がわか
るもの

税務係
（内線 111）

住民票の手続き
いつ 手続きの内容 持ち物 担当係

転入
・
転出

＜住民票の異動届＞
　住民票の住所を実際に住む所へ移
す手続きです。
　住民票は様々な行政サービスにつ
ながる大切な情報ですので、必ず手
続きをしてください。

①転出証明書（転入時）
②本人確認書類（マ
　イナンバーカード、
　運転免許証等）
③マイナンバーカー
　ドまたは住民基本
　台帳カード
　（お持ちの方）

生活環境係
（内線 123）

転入 ・転出時の

　　　手続きをお忘れなく

　進学や就職などの理由で、多くの方が住
所を移す時期を迎えます。住所が変わると
きには、様々な手続きが必要となりますの
で、ご確認をお願いします。

自然劇場

議会だより
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＜転入・転出時以外での手続き＞   ※本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証等）をお持ちください。

※以下、国民健康保険を "国保 "と省略しています。国民健康保険の手続き
いつ 手続きの内容 持ち物 担当係

転入
・
転出

＜国民健康保険への加入・喪失＞
　国民健康保険は、住居地の市町村で加入します。
　住所地で発行された保険証を使えるよう、必ず届出を
してください。
※資格喪失時、世帯主に国保税の還付が発生する場合が
　ありますので、転出時には手続きをしてください。

①本人確認書類（マイナンバー
　カード、運転免許証等）
②転出証明書（転入時）
③国保の保険証（転出時）
④口座番号のわかるもの（転出時）

生活環境係
（内線 123）

転出

＜学生用保険証の発行＞
　就学で住所を移したときでも、村内に扶養義務者がい
る場合、学生期間中は村が発行する「学生用保険証」を
使用できます。
※卒業等で学生でなくなる場合、学生用保険証を返却し、
　その後の状況に応じた手続きをしてください。

①保険証
②学生であることが証明でき
　るもの（在学証明書や合格
　通知書等）
※今年度卒業等で学生でなく
　なる予定者のいる世帯へ、
　ご案内をお送りします。忘
　れずに手続きをお願いします。

いつ 手続きの内容 持ち物 担当係

職場の健康保険を喪失したとき
扶養からはずれたとき

国保へ加入

職場の健康保険を喪失した証明書

生活環境係
（内線 123）

子どもが生まれたとき 母子手帳

職場の健康保険に加入したとき
扶養に入ったとき 国保を喪失 国保と職場の保険証

国保税の還付先口座等が分かるもの

村内で住所が変わったとき 国保の住所変更 国保の保険証

世帯主が変わったとき 国保の名義変更 国保の保険証

世帯の分離または合併したとき 保険証の再発行 使っていた国保の保険証

保険証を紛失または汚したとき 保険証の再発行 使えなくなった国保の保険証（紛失
時は不要）

福祉医療の手続き
いつ 手続きの内容 持ち物 担当係

転入
・
転出

＜受給者証の交付・変更・喪失の届＞
　福祉医療の対象となる方が、受給者証の交付や記載事
項の変更、資格喪失を行うための手続きです。
　資格喪失の届けをしないまま受給者証を利用してしまう
と、村から給付された医療費について返還することになり
ますので、受給者証は必ず返還してください。

①本人確認書類（マイナンバ
　ーカード、運転免許証等）
②保険証の写し
③口座番号のわかるもの
④受給者証（転出時）

健康福祉係
（内線 125）
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ふう太ネットの手続き

上下水道の手続き

保育園の手続き

軽自動車類の手続き

児童手当・児童扶養手当の手続き

いつ 手続きの内容 持ち物 担当係

転出

＜ふう太ネットの一時停止＞
　ふう太ネットを使わなくなる場合は、一時停止手続き
をしましょう。手続きをしないと情報使用料がかかり続
けます。「一時停止申請書」に、「手数料 1,100 円」を
添えて手続きをしてください。

①手数料 1,100 円（税込）

政策情報係
（内線 115）

転出

＜木島平 FTTH による JANIS インターネットの解除＞
　ふう太ネットの一時停止とは別で手続きが必要です。
手続きをしないと JANIS 通信料がかかり続けます。
　JANIS 公式ウェブサイトから手続きをしてください。

※役場では解除手続きを行え
　ません。JANIS に直接お申
　込みください。
　電話 0120（20）4824

転入
・
転出

＜水道使用の異動届＞
　水道を使い始める時や止める時、名義や請求書等の送
付先を変更する場合に必要な手続きです。
　閉栓の手続きをされない場合、実際に水道を使用され
なくても基本使用料が発生しますので、必ず手続きをし
てください。

①手数料 1,100 円（税込）
（開栓・閉栓それぞれ）

国調・水道係
（内線 154）

転入
・
転出

＜保育園の入園・退園届＞
　転入した児童の保育園入園を希望する場合には申込み
が必要です。職員配置等の準備が必要となるため、事前
にご連絡ください。
　保育園に入園している児童が転出する場合、「退園届」
の手続きをしてください。

特にありません。 子育て支援係
（内線 162）

転入
・
転出

＜長野ナンバーの軽自動車の住所変更＞
　車検証の住所等は、転入・転出の手続きでは変更され
ません。軽自動車の住所変更手続きも忘れずしてください。

※役場では手続きを行えませ
　ん。自動車販売店や、最寄
　りの軽自動車検査協会にお
　問合せください。 税務係

（内線 111）

転出
＜木島平ナンバーの変更＞
　原動機付自転車等のナンバープレートを外して返納の
手続きをしてください。

①ナンバープレート

転入
・
転出

＜児童手当の認定＞
　児童手当を受給している方は、受給資格に認定・消滅
の届出をしてください。
　転入時には「認定請求書」を、転出時には「消滅届」の
手続きをしてください。

①マイナンバーカード
子育て支援係
（内線 162）

＜児童扶養手当の住所変更＞
　児童扶養手当を受給している方は、住所変更の手続き
をしてください。

①本人確認書類（マイナンバ
ーカード、運転免許証等）

特集：転入・転出時の手続きをお忘れなく2023.2
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づ
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て
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ま
す 

　
去
年
11
月
に
配
布
し
た
、
村
民
応
援
商

品
券
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

期
限
内
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
で
き
る
店
舗
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
有
効
期
限
　
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

【
商
工
観
光
係
　
内
線
１
３
５
】

  

村
民
温
泉
入
湯
優
待
券
の

　
　
　
有
効
期
限
を
短
縮
し
ま
す  

　
昨
年
５
月
に
配
付
し
た
村
民
温
泉
入
湯

優
待
券
に
つ
い
て
、
対
象
施
設
の
民
営
化

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
有
効
期
限
を
短
縮

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

期
限
ま
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
有
効
期
限
　

　（
変
更
後
）　
令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

◉
対
象
施
設
（
温
泉
）

　
馬
曲
温
泉

　
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平

※
現
在
プ
ー
ル
は
休
止
中
で
す
。

【
商
工
観
光
係
　
内
線
１
３
５
】

   

下
高
井
農
林
高
校   

そ
ば
部
を
表
彰 

　
１
月
24
日
、「
第
３
回
高
校
生
全
国
そ

ば
打
ち
大
会
」
団
体
戦
で
優
勝
を
収
め
、

村
の
名
誉
に
貢
献
し
た
と
し
て
下
高
井
農

林
高
校
そ
ば
部
が
村
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ば
部
代
表
と
し
て
、

浦
山
み
も
ざ
さ
ん
（
３

年
・
庚
）
と
顧
問
の
盛

田
先
生
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

【
総
務
係
　
内
線
１
０
６
】

  

長
野
県
・
木
島
平
村
生
活
困
窮
世
帯

  

緊
急
支
援
金
の
締
切
間
近 

　
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世

帯
（
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
）
等
に

対
し
て
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の
現
金
給

付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
締
切
日
は
、令
和
５
年
２
月
28
日
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
国
の
５
万
円
緊
急
支

援
金
を
支
給
さ
れ
た
世
帯
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
４
】

  

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
こ
れ
ま
で
ハ

ガ
キ
で
年
３
回
お
送
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
送
付
回
数
が
年
１
回
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
10
月
受

診
分
の
送
付
時
期
は
、
令
和
６
年
２
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
送
付
方
法
が

封
書
タ
イ
プ
に
な
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
係
　
内
線
１
２
３
】

  

全
国
ス
キ
ー
大
会
出
場
選
手

   

　
　
　
　
　 

　
19
人
に
激
励
金

　
２
月
３
日
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
に
出
場

す
る
選
手
19
人
に
村
か
ら
激
励
金
を
交
付

し
ま
し
た
。
交
付
し
た
選
手
お
よ
び
出
場

大
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
天
皇
杯
第
１
０
１
回

　
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
Ｃ
Ｃ
競
技

　
髙
橋
　
汰た
も
ん門
（
中
央
大
・
柳
久
保
）

　
渡
邉
　
な
な
（
同
志
社
大 

・ 

中
町
）

　
祢
津
　
利り

ほ宝
（
日
本
体
育
大
・
西
町
）

　
芳
川
　
千ち

え恵
（  

　
〃  

・ 

馬
曲
）

　
湯
本
　
美み

お桜
（
　  

〃  

・ 

大
町
）

　
髙
橋
　
夢ゆ
め
か果

（  

　
〃  

・
市
之
割
）

　
祢
津
　
利り
く
う空

（
　  

〃  

・ 

西
町
）

　
佐
藤
　
遥
は
る
か

　  （
飯
山
高
３
年
・
大
町
）

　
森
　
　
稟り

お桜
（

中
野
立
志
館
２
年
・
中
町
）

　
髙
橋
　
実み

ら楽
（
飯
山
高
１
年
・
柳
久
保
）

◉
第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
竹
内
　
千ち

ほ穂 

　（
３
年
・
内
山
）

　
山
﨑
　
詩じ

ゅ

い
由
衣 （  

〃  

・
北
鴨
）

　
森
　
　
美み

こ心
　 （
２
年
・
中
町
）

　
山
本
　
伊い
ぶ
き吹

　 （  

〃  

・ 

中
町
）

　
山
田
　
桃も
も
こ子

　 （  

〃  

・
柳
久
保
）

　
和
田
　
亜あ

み海
　 （  

〃  

・
西
町
）

◉
第
72
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
森
　
　
稟
桜

　
髙
橋
　
実
楽

◉
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
山
田
　
琢た

く
や也
（
木
島
平
Ｓ
Ｃ
・
柳
久
保
）

　
永
峯
　
寿ひ
さ
き樹

（Team
Taku

・
大
町
）

　
長
野
　
安あ
ん
な那

　（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ス
キ
ー
場
）

　
髙
橋
　
汰
門

　
森
　
　
稟
桜

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

QR コード
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村
民
応
援
商
品
券
の

  

有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す 

　
去
年
11
月
に
配
布
し
た
、
村
民
応
援
商

品
券
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

期
限
内
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
で
き
る
店
舗
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
有
効
期
限
　
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

【
商
工
観
光
係
　
内
線
１
３
５
】

  

村
民
温
泉
入
湯
優
待
券
の

　
　
　
有
効
期
限
を
短
縮
し
ま
す  

　
昨
年
５
月
に
配
付
し
た
村
民
温
泉
入
湯

優
待
券
に
つ
い
て
、
対
象
施
設
の
民
営
化

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
有
効
期
限
を
短
縮

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

期
限
ま
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
有
効
期
限
　

　（
変
更
後
）　
令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

◉
対
象
施
設
（
温
泉
）

　
馬
曲
温
泉

　
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平

※
現
在
プ
ー
ル
は
休
止
中
で
す
。

【
商
工
観
光
係
　
内
線
１
３
５
】

   

下
高
井
農
林
高
校   
そ
ば
部
を
表
彰 

　
１
月
24
日
、「
第
３
回
高
校
生
全
国
そ

ば
打
ち
大
会
」
団
体
戦
で
優
勝
を
収
め
、

村
の
名
誉
に
貢
献
し
た
と
し
て
下
高
井
農

林
高
校
そ
ば
部
が
村
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ば
部
代
表
と
し
て
、

浦
山
み
も
ざ
さ
ん
（
３

年
・
庚
）
と
顧
問
の
盛

田
先
生
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

【
総
務
係
　
内
線
１
０
６
】

  

長
野
県
・
木
島
平
村
生
活
困
窮
世
帯

  

緊
急
支
援
金
の
締
切
間
近 

　
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世

帯
（
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
）
等
に

対
し
て
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の
現
金
給

付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
締
切
日
は
、令
和
５
年
２
月
28
日
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
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５
万
円
緊
急
支

援
金
を
支
給
さ
れ
た
世
帯
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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２
４
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保
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医
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費
通
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に
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い
て
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費
の
お
知
ら
せ
は
、
こ
れ
ま
で
ハ

ガ
キ
で
年
３
回
お
送
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
送
付
回
数
が
年
１
回
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
10
月
受

診
分
の
送
付
時
期
は
、
令
和
６
年
２
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
送
付
方
法
が

封
書
タ
イ
プ
に
な
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
係
　
内
線
１
２
３
】

  
全
国
ス
キ
ー
大
会
出
場
選
手

   
　
　
　
　
　 

　
19
人
に
激
励
金

　
２
月
３
日
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
に
出
場

す
る
選
手
19
人
に
村
か
ら
激
励
金
を
交
付

し
ま
し
た
。
交
付
し
た
選
手
お
よ
び
出
場

大
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
天
皇
杯
第
１
０
１
回

　
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
Ｃ
Ｃ
競
技

　
髙
橋
　
汰た
も
ん門
（
中
央
大
・
柳
久
保
）

　
渡
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な
な
（
同
志
社
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中
町
）

　
祢
津
　
利り

ほ宝
（
日
本
体
育
大
・
西
町
）

　
芳
川
　
千ち

え恵
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〃  

・ 

馬
曲
）

　
湯
本
　
美み

お桜
（
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大
町
）

　
髙
橋
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か果

（  

　
〃  

・
市
之
割
）

　
祢
津
　
利り
く
う空
（
　  

〃  
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西
町
）

　
佐
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遥
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か
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飯
山
高
３
年
・
大
町
）

　
森
　
　
稟り

お桜
（

中
野
立
志
館
２
年
・
中
町
）

　
髙
橋
　
実み

ら楽
（
飯
山
高
１
年
・
柳
久
保
）

◉
第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
竹
内
　
千ち

ほ穂 

　（
３
年
・
内
山
）

　
山
﨑
　
詩じ

ゅ

い
由
衣 （  

〃  

・
北
鴨
）

　
森
　
　
美み

こ心
　 （
２
年
・
中
町
）

　
山
本
　
伊い
ぶ
き吹

　 （  

〃  
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中
町
）

　
山
田
　
桃も
も
こ子

　 （  

〃  

・
柳
久
保
）

　
和
田
　
亜あ

み海
　 （  

〃  

・
西
町
）

◉
第
72
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
森
　
　
稟
桜

　
髙
橋
　
実
楽

◉
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
山
田
　
琢た

く
や也
（
木
島
平
Ｓ
Ｃ
・
柳
久
保
）

　
永
峯
　
寿ひ
さ
き樹
（Team

Taku

・
大
町
）
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し
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ス
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）
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１
月
20
日
、
令
和
５
年
の
初
区

長
会
が
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
区
長
会
の
役
員
が
互

選
さ
れ
、
会
長
の
ほ
か
、
副
会
長

に
は
関
達た
つ
お夫
さ
ん
（
西
町
）
と
本

山
栄え
い
き樹
さ
ん
（
中
村
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
消
防
団
幹
部
の
人
事
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

令
和
５
年
区
長
会
長
に  

内
藤 

克か
つ
ひ
こ彦
さ
ん

消
防
団
幹
部
人
事

令
和
５
年
区
長
名
簿
（
敬
称
・
ふ
り
が
な
略
）

区長会長
内藤  克

かつひこ

彦さん
（部谷沢）

南部分団長

嘉部  義
よ し お

雄さん
（中　町）

南部副分団長

小林  政
まさひと

仁さん
（大　町）

中部分団長

湯本  秀
ひ で き

樹さん
（市之割）

中部副分団長

阿部  武
たけゆき

幸さん
（中　島）

北部分団長

小林  浩
こうぞう

三さん
（北　鴨）

北部副分団長

平野  隆
たかひろ

宏さん
（小　見）

ラッパ長

髙木  健
け ん じ

司さん
（千　石）

副ラッパ長

西澤  俊
しゅんすけ

介さん
（北　鴨）

糠
　
千
　
　
外
山
　
清
一

山
　
口
　
　
髙
木
　
安
正

柳
久
保
　
　
髙
山
　
和
久

大
　
町
　
　
湯
本
　
直
木

中
　
町
　
　
森
　
　
広
司

西
　
町
　
　
関
　
　
達
夫

池
の
平
　
　
新
岡
　
純
生

南
　
鴨
　
　
内
藤
　
三
津
夫

高
　
石
　
　
村
越
　
正
博

　
庚
　
　
　
苅
和
　
健
一

市
之
割
　
　
湯
本
　
正
美

西
小
路
　
　
岩
井
　
清
志

中
　
島
　
　
滝
沢
　
良
一

部
谷
沢
　
　
内
藤
　
克
彦

原
大
沢
　
　
竹
鄭
　
良
朝

千
　
石
　
　
竹
内
　
雅
章

上
千
石
　
　
竹
内
　
賢
児

平
　
沢
　
　
髙
藤
　
和
一

馬
　
曲
　
　
芳
川
　
敏
広

栄
　
町
　
　
土
屋
　
晴
茂

中
　
村
　
　
本
山
　
栄
樹

小
　
見
　
　
山
崎
　
啓
三

和
　
栗
　
　
横
田
　
武
三

稲
　
荷
　
　
滝
澤
　
隆
司

内
　
山
　
　
小
林
　
修

北
　
鴨
　
　
小
林
　
建
夫
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長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
に

 

岡
田
ひ
ろ
み
さ
ん
が
認
定

　
長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
に
岡
田

ひ
ろ
み
さ
ん
（
和
栗
）
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
村
内
で
は
、
丸
山
三み

え

こ
恵
子
さ
ん
、
本

山
三み

ち

こ
智
子
さ
ん
、
岡
田
美み

き紀
さ
ん
に
次
ぐ

４
人
目
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

◉
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

　
豊
か
な
農
村
社
会
の
発
展
を
目
指
し

て
、
地
域
農
業
の
振
興
、
望
ま
し
い
農
家

生
活
の
推
進
お
よ
び
村
づ
く
り
活
動
等
に

女
性
の
立
場
か
ら
取
り
組
み
、
地
域
の
実

践
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
女
性
に

対
し
長
野
県
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

【
農
林
係
　
内
線
１
３
１
】

  

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　   

口
座
振
替
が
「
便
利
で
お
得
」

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
。

◉
便
利
な
点

　
口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。

◉
お
得
な
前
納
が
で
き
ま
す

　
口
座
振
替
は
、
早
割
制
度
や
現
金
納
付

よ
り
割
引
額
が
多
い
６
か
月
・
１
年
・
２

年
前
納
の
制
度
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

（
参
考
）
令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
　  

　
月
額
１
万
６
５
２
０
円
の
場
合

　
６
か
月
前
納
で
　
１
１
３
０
円
の
割
引

　
１
年
前
納
で
　
　
４
１
５
０
円
の
割
引

　
２
年
前
納
で
１
万
６
１
０
０
円
の
割
引

◉
前
納
の
申
込
方
法

　
２
月
末
ま
で
に
生
活
環
境
係
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係
　
内
線
１
２
１
】

はり ・ 灸 ・ マッサージ

yoyaku@jmtrainer.com

◆要予約（1 ヶ月前 / 東京から木島平スキー場へ出張）
◆スポーツ選手から一般の方まで、肩こりも OK です！
　( 要事前相談 )
◆治療代は木島平村の逸品、お料理、おつまみなど大歓迎です！

０３－３３５３－８００８

検索ワード :  JM トレーナー四谷

J.M. トレーナー　財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー
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児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

　
２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。

◉
振
込
日
　
２
月
15
日
（
水
）

◉
振
込
対
象
月
　

　
令
和
４
年
10
月
～
令
和
５
年
１
月
分

◉
支
給
額
（
１
月
あ
た
り
）

○
０
～
３
歳
未
満
　
１
万
５
千
円

○
３
歳
～
小
学
６
年
生
　

　
第
１
・
２
子
　  

１
万
円

　
第
３
子
以
降
　
１
万
５
千
円

○
中
学
生
　
　
　
１
万
円

【
子
育
て
支
援
係
　
内
線
１
６
２
】

     

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
の
無
料
相
談
が
で
き
ま
す

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
に
ち
　
３
月
２
・
９
・
16
・
23
・
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目
　
午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目
　
午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所
　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１
　

　
県
飯
山
庁
舎
）

◉
予
約
方
法

　
相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　
で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課
　

　
電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
４
】
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長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
に

 
岡
田
ひ
ろ
み
さ
ん
が
認
定

　
長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
に
岡
田

ひ
ろ
み
さ
ん
（
和
栗
）
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
村
内
で
は
、
丸
山
三み

え

こ
恵
子
さ
ん
、
本

山
三み

ち

こ
智
子
さ
ん
、
岡
田
美み

き紀
さ
ん
に
次
ぐ

４
人
目
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

◉
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

　
豊
か
な
農
村
社
会
の
発
展
を
目
指
し

て
、
地
域
農
業
の
振
興
、
望
ま
し
い
農
家

生
活
の
推
進
お
よ
び
村
づ
く
り
活
動
等
に

女
性
の
立
場
か
ら
取
り
組
み
、
地
域
の
実

践
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
女
性
に

対
し
長
野
県
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

【
農
林
係
　
内
線
１
３
１
】

  

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　   

口
座
振
替
が
「
便
利
で
お
得
」

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
。

◉
便
利
な
点

　
口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。

◉
お
得
な
前
納
が
で
き
ま
す

　
口
座
振
替
は
、
早
割
制
度
や
現
金
納
付

よ
り
割
引
額
が
多
い
６
か
月
・
１
年
・
２

年
前
納
の
制
度
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

（
参
考
）
令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
　  

　
月
額
１
万
６
５
２
０
円
の
場
合

　
６
か
月
前
納
で
　
１
１
３
０
円
の
割
引

　
１
年
前
納
で
　
　
４
１
５
０
円
の
割
引

　
２
年
前
納
で
１
万
６
１
０
０
円
の
割
引

◉
前
納
の
申
込
方
法

　
２
月
末
ま
で
に
生
活
環
境
係
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係
　
内
線
１
２
１
】

はり ・ 灸 ・ マッサージ

yoyaku@jmtrainer.com

◆要予約（1 ヶ月前 / 東京から木島平スキー場へ出張）
◆スポーツ選手から一般の方まで、肩こりも OK です！
　( 要事前相談 )
◆治療代は木島平村の逸品、お料理、おつまみなど大歓迎です！

０３－３３５３－８００８

検索ワード :  JM トレーナー四谷

J.M. トレーナー　財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー

有 
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児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

　
２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。

◉
振
込
日
　
２
月
15
日
（
水
）

◉
振
込
対
象
月
　

　
令
和
４
年
10
月
～
令
和
５
年
１
月
分

◉
支
給
額
（
１
月
あ
た
り
）

○
０
～
３
歳
未
満
　
１
万
５
千
円

○
３
歳
～
小
学
６
年
生
　

　
第
１
・
２
子
　  

１
万
円

　
第
３
子
以
降
　
１
万
５
千
円

○
中
学
生
　
　
　
１
万
円

【
子
育
て
支
援
係
　
内
線
１
６
２
】

     

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
の
無
料
相
談
が
で
き
ま
す

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
に
ち
　
３
月
２
・
９
・
16
・
23
・
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目
　
午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目
　
午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所
　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１
　

　
県
飯
山
庁
舎
）

◉
予
約
方
法

　
相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　
で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
づ
く
り
支
援
課
　

　
電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
４
】
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献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
献
血
者
数
は
、
若
年
層
を
中
心
に
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
献
血
者
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
、感
染
予
防
に
配
慮
し
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な
ど
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　◉
日
時
　
３
月
23
日
（

木
）
　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
15
分

◉
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◉
献
血
基
準
　
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
）

◉
持
ち
物

　
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

※
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
は
、
ご
本
人
確

　
認
の
た
め
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

◉
対
象
者

・
男
性
　
17
歳
～
69
歳

・
女
性
　
18
歳
～
69
歳

※
男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

※
65
～
69
歳
の
方
は
、
60
～
64
歳
で
献
血

　
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
７
】

 

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
違
反
し
て
、
山
や
川
、
空
き
地

や
道
路
沿
い
な
ど
に
廃
棄
物
を
投
棄
す
る

こ
と
を
「
不
法
投
棄
」
と
言
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
許
さ
れ
る

行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
職
員
だ

け
で
な
く
、
不
法
投
棄
監
視
連
絡
員
や
、

各
地
区
の
環
境
衛
生
委
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
定
期
的
な
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
悪
質
な
不
法
投
棄
は
警
察
に
通

報
し
て
い
ま
す
。

◉
不
法
投
棄
は
刑
事
罰
に
な
り
ま
す

　「
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
」
が
科

さ
れ
ま
す
。

　
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
た
空
き
缶
で
さ

え
、
そ
の
後
の
生
活
を
一
変
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

【
生
活
環
境
係
　
内
線
１
２
２
】

不法投棄はやめましょう

  

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
自
殺
は
、
心
身
の
健
康
に
関
わ
る
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
過
労
、
生
活
苦
、
育
児

や
介
護
疲
れ
、い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の
様
々

な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
１
つ
の
要
因
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
生
じ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
自
殺
の
多
く
は
周
り
の
人
が
気
づ
き
、

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
人
が
悩
み
を
抱

え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
み
を
う
ち
あ
け

て
く
れ
た
ら
、
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

じ
っ
く
り
話
を
き
い
て
、
相
談
窓
口
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
い
の
ち
を
支
え
、

自
殺
の
な
い
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉
村
相
談
窓
口

○
健
康
相
談
・
介
護
相
談
（
月
１
回
・

　
午
前
９
時
～
11
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
健
康
福
祉
係
）

○
心
配
ご
と
相
談(

毎
月
第
１
水
曜
日
・

　
午
前
９
時
～
12
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
リ

　
ハ
ビ
リ
室
、
木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議

　
会
）

※
こ
の
ほ
か
、
随
時
保
健
師
が
相
談
に
乗

　
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
６
】

◆入会説明会
　毎月の第 2 水曜日　午後 1 時 30 分から
　なお、3月 14 日㈫は、午後 1時 30 分から
　木島平村農村交流館で説明会を行います。
◆対象
　飯山市および木島平村在住の概ね 60 歳以上の方
◆申込・問合せ
　（公社）飯山地域シルバー人材センター   ☎ 63-2915

家にいるだけじゃ、もったいない。

シルバー人材センターでお仕事しませんか？

　　　　　　　　　　あなたの出番です！！

公益社団法人飯山地域シルバー人材センター

会員募集のお知らせ 有 
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広 
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【政策情報係　内線１１５】

早稲田大学地域連携ワークショップ最終提案報告会
～早稲田大学の学生が子育て世帯支援策・移住促進について提案します～

　地域が直面している課題について、学生がチームを組んで、自治体関係者や住民と協力しながら課題解決の
ための方策を提案する「早稲田大学地域連携ワークショップ」。
　今年度は、10人の学生が以下のテーマについて１月から検討を行い、実際に木島平村を訪れ、魅力や課題
を学びながら、テーマに沿った課題解決策の提案を行います。その最終提案報告会を以下のとおり行いますの
で、お気軽にご参加ください。申込み不要でどなたでもご参加できます。

◉日　時　３月 20日（月）　午後１時 00分から　　

◉場　所　役場２階　第１・２会議室

◉テーマ　「子育て世帯が住みたい田舎 No.1 になるための施策を考えよう」

　木島平村では少子高齢化が進み、出生数も激減しています。また、人口も年々減少しており、人口維持・

減少の鈍化は村の大きな課題の１つです。特に子育て世帯の移住定住はこの問題を解決するための重要

なファクターです。

　そこで学生の皆さんには木島平村が「子育て世帯が住みたい田舎No.1 になるための施策」を考えてい

ただき、学生ならではの視点で、子育て世帯が定住したい、移住したいと思える提案をお願いします。

　　
    ネットバンキングを悪用した

　　　　　　　還付金詐欺に注意

【相談事例】
　役場職員を名乗る男性から「保険料の払い戻しが約3万円あ
る」と電話があり、払い戻しをしてもらうことにした。その後、
金融機関を名乗った電話があり、暗証番号を聞かれた。「キャッ
シュカードや通帳がそちらにあるので大丈夫」と言われ、伝え
てしまったが不安になり、その後、金融機関に確認すると、イ
ンターネットバンキングからお金が引き出されていた。

【アドバイス】
　ネットバンキングを悪用した還付金詐欺の相談が増えていま
す。役場などの公的機関をかたり「保険料の還付がある」など
と電話し、銀行口座の番号や暗証番号などを聞き出し、インタ
ーネットバンキングで預金を他の口座に送金する手口です。公
的機関や金融機関などが、口座番号や暗証番号などを聞き出す
ことはありません。絶対に教えず、すぐに電話を切ってくださ
い。お金が返ってくるという電話がありましたら、すぐに警察
や役場にご相談ください。　　　【生活環境係　内線１２１】

満蒙開拓平和記念館

  パートナー自治体ＷＥＥＫ

　村は、令和４年から阿智村にある満
蒙開拓記念館の取組みを応援する自治
体パートナーになりました。これによ
り、次の期間中は入館料が無料になり
ます。戦争や満蒙開拓団の苦難の歴史
を伝え、平和の尊さを次世代に語り継
ぐために設立された記念館です。この
機会にご利用ください。
◉対象　村に住民登録されている方
◉期間　３月６日（月）～ 12日（日）
　　　　ただし、７日・８日は休館日
◉開館時間　９時30分～16時30分
◉場所　満蒙開拓平和記念館
※来場の際は、村民とわかるもの
　（運転免許証等）が必要です。

【健康福祉係　内線１２４】
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【政策情報係　内線１１５】

早稲田大学地域連携ワークショップ最終提案報告会
～早稲田大学の学生が子育て世帯支援策・移住促進について提案します～

　地域が直面している課題について、学生がチームを組んで、自治体関係者や住民と協力しながら課題解決の
ための方策を提案する「早稲田大学地域連携ワークショップ」。
　今年度は、10人の学生が以下のテーマについて１月から検討を行い、実際に木島平村を訪れ、魅力や課題
を学びながら、テーマに沿った課題解決策の提案を行います。その最終提案報告会を以下のとおり行いますの
で、お気軽にご参加ください。申込み不要でどなたでもご参加できます。

◉日　時　３月 20日（月）　午後１時 00分から　　

◉場　所　役場２階　第１・２会議室

◉テーマ　「子育て世帯が住みたい田舎 No.1 になるための施策を考えよう」

　木島平村では少子高齢化が進み、出生数も激減しています。また、人口も年々減少しており、人口維持・

減少の鈍化は村の大きな課題の１つです。特に子育て世帯の移住定住はこの問題を解決するための重要

なファクターです。

　そこで学生の皆さんには木島平村が「子育て世帯が住みたい田舎No.1 になるための施策」を考えてい

ただき、学生ならではの視点で、子育て世帯が定住したい、移住したいと思える提案をお願いします。

　　
    ネットバンキングを悪用した

　　　　　　　還付金詐欺に注意

【相談事例】
　役場職員を名乗る男性から「保険料の払い戻しが約3万円あ
る」と電話があり、払い戻しをしてもらうことにした。その後、
金融機関を名乗った電話があり、暗証番号を聞かれた。「キャッ
シュカードや通帳がそちらにあるので大丈夫」と言われ、伝え
てしまったが不安になり、その後、金融機関に確認すると、イ
ンターネットバンキングからお金が引き出されていた。

【アドバイス】
　ネットバンキングを悪用した還付金詐欺の相談が増えていま
す。役場などの公的機関をかたり「保険料の還付がある」など
と電話し、銀行口座の番号や暗証番号などを聞き出し、インタ
ーネットバンキングで預金を他の口座に送金する手口です。公
的機関や金融機関などが、口座番号や暗証番号などを聞き出す
ことはありません。絶対に教えず、すぐに電話を切ってくださ
い。お金が返ってくるという電話がありましたら、すぐに警察
や役場にご相談ください。　　　【生活環境係　内線１２１】

満蒙開拓平和記念館

  パートナー自治体ＷＥＥＫ

　村は、令和４年から阿智村にある満
蒙開拓記念館の取組みを応援する自治
体パートナーになりました。これによ
り、次の期間中は入館料が無料になり
ます。戦争や満蒙開拓団の苦難の歴史
を伝え、平和の尊さを次世代に語り継
ぐために設立された記念館です。この
機会にご利用ください。
◉対象　村に住民登録されている方
◉期間　３月６日（月）～ 12日（日）
　　　　ただし、７日・８日は休館日
◉開館時間　９時30分～16時30分
◉場所　満蒙開拓平和記念館
※来場の際は、村民とわかるもの
　（運転免許証等）が必要です。

【健康福祉係　内線１２４】
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【健康福祉係　内線１２７】

  不妊 ・ 不育症治療費を助成します

・不妊及び不育症治療を行っている夫婦（事実婚含む）
・夫婦双方またはいすれかが木島平村に引き続き 1年以上住所を有する見込みの
　ある方
・医療保険に加入している方
・村税などの滞納がない方（同一世帯員含む）

対象者

・不妊、不育症治療に要する医療費のうち自己負担額
※上限 30 万円 / 年度で通算 6 年度以内
※長野県および木島平村以外の市区町村の自治体から交付された助成金、医療保
　険各法の規定に基づく保険給付となる経費など（高額療養費を含む）の助成額
　を除きます。

助成金額

申請は単年度（4月 1日～翌年 3月 31 日まで）で 1回の申請とし、申請期限は
治療が終了した年度の翌年度末となります。
例：令和 4 年度分の申請は、令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日の治療となり、
　  申請期限は令和 6 年 3 月 31 日までとなります。

申請期間

　令和 4 年 4 月から不妊治療が保険適用になりました。これに伴い、木島平村不妊・不育症治療費助成事業
も拡充しました。助成対象は令和 4 年 4 月 1 日からの治療となります。
　助成を希望される方は、役場健康福祉係までご相談ください。

申請方法については、村公式ウェブサイトをご覧いただくか、役場健康福祉係までお問合せください。

対象となる
不妊治療

・不妊、不育症治療
　ただし、夫婦以外の第三者からの精子、卵子、胚の提供による不妊治療、代理
　出産、借り腹による不妊治療は除きます。

◆授業料　年 12,000 円（教材費など別途負担あり）
◆募集期間　２月１日（水）～３月 31 日（金）
　※北信学部は 4 月 20 日（木）まで受付可

【問合せ】( 公財 ) 長野県長寿社会開発センター
　　　　北信支部（長野県シニア大学北信学部）
TEL：0269（62）3725　FAX：0269（63）2934

【一般コース】※専門コースはお問合せください
◆対象　おおむね 50 歳以上の県内在住者
◆会場　長野県飯山庁舎ほか
◆定員　40 人（先着順）
◆学習期間　２年間（年間 21 日 60 時間程度）
◆学習内容　　
　教養講座・趣味健康交流講座・地域づくり講座

長野県シニア大学北信学部  ー令和５年度学生募集ー
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メリットいっぱい！マイナンバーカード
マイナポイント付与のカード申請は２月２８日まで！申請はお早めに！！

顔写真付きの
本人確認書類になる！

健康保険証

としても使える！

ふるさと納税、確定

申告でますます便利に

新型コロナワクチンの
接種証明書の電子交付

にも使用！

最大２万円分の
マイナポイントゲット！

コンビニ等で各種

証明書が取得できる

　運転免許証などがなくて

も、マイナンバーカードが

あれば、1 点だけで済む本

人確認書類になります。

　デジタル庁が作成した、「新

型コロナワクチン接種証明書

アプリ」をお使いのスマート

フォンに入れ、マイナンバー

カードがあれば、スマート

フォンから接種証明書を表示

することができます。

　マイナンバーカードを使っ

たマイナポイント事業で３つ

のキャンペーンをお申込みい

ただくと、最大２万円分の

ポイントを選択いただいた

キャッシュレス決済サービス

に送られます。

　令和５年度中には、マイナ

ンバーカードを使って全国の

コンビニ等で住民票等の証明

書が発行できるようになる予

定です。

　マイナポータルにて、マ

イナンバーカードの健康保

険証利用申込をした後、病

院側でマイナンバーカード

の読み取り設備があれば、

健康保険証として使うこと

ができます。（さらに医療費

負担も安くなります。）

　マイナンバーカードがあ

れば、オンライン上で納税

の申告ができるようになり

ます。時間のかかる申請書、

資料の送付や、個人番号確

認のための通知カード等の

コピーも行わずに済みます。

・令和 5 年 5 月にマイナンバーカードの電子

　証明書機能を Android OS のスマートフォン

　への機能内蔵を予定

・令和６年秋、健康保険証と一体化を予定

・令和６年度末、運転免許証と一体化を予定

　村民のカード取得率は 50% を超え、カード

申請率も 60% を超えています。

　今なら、最大 2 万円分のマイナポイントも

もらえますので、まだお持ちでない方はお早

めに申請ください。

今後、ますます便利に 木島平村のカード申請、取得状況

【生活環境係　内線１２２】
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◉
各
学
校
の
奨
学
金
制
度

　
独
自
で
奨
学
金
や
授
業
料
免
除
等
の
制

度
を
設
け
て
い
る
大
学
等
も
あ
り
ま
す
。

要
件
等
は
学
校
に
よ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◉
そ
の
他
の
奨
学
金
制
度

　
ろ
う
き
ん
奨
学
会
な
ど
、
民
間
で
奨
学

金
制
度
を
設
け
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
系
学
生
、
保
育
士
な
ど
、

専
門
的
な
分
野
ご
と
に
設
け
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
村
以
外
の
各
制
度
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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ま
た
、
い
ず
れ
の
制
度
も
貸
付
け
を
受

け
る
の
は
お
子
さ
ん
で
す
。
親
子
で
一
緒

に
相
談
し
、
お
子
さ
ん
や
ご
家
庭
の
状
況

に
合
っ
た
制
度
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

【
子
育
て
支
援
係
　
内
線
１
６
２
】

    

お
子
さ
ん
の
修
学
を
支
援
し
ま
す

　
　
　   

奨
学
金
制
度
の
ご
紹
介

◉
木
島
平
村
奨
学
資
金
貸
付
事
業

　
村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を
支
援

す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

影
響
を
受
け
て
、
家
計
が
急
変
し
た
方
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
年
度
途

中
か
ら
の
申
請
も
で
き
ま
す
。
貸
与
を
受

け
る
に
は
、い
く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
長
野
県
の
奨
学
金
制
度

　
県
で
は
、
高
校
生
等
や
高
校
等
へ
進
学

を
希
望
す
る
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
の

手
続
き
は
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
募

集
期
間
や
要
件
等
、
詳
し
く
は
在
学
す
る

中
学
校
、
高
校
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
日
本
学
生
支
援
機
構
（

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

奨
学
金
制
度

　
貸
付
型
奨
学
金
と
給
付
型
奨
学
金
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
な
要
件
が
あ
り
ま

す
。
給
付
型
奨
学
金
も
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
新
制
度
が
始
ま
り
対
象
者
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

油漏れ事故にご注意ください
冬期間、暖房器具を使う機会が増えるとともに、油漏れ事故が多く発生しています。

　事故の原因の多くは、灯油を入れる時にその場を離れる、バルブを閉め忘れるといっ
た、「うっかりミス」によるものです。

【生活環境係　内線１２２】
【岳北消防本部　電話 0269（62）0119】

◉油漏れ事故を未然に防ぐために、次のことに注意してください。
①タンクからの給油中は絶対にその場から離れないでください。また、給油が終わ
ったらバルブが閉めてあるか必ず確認しましょう。

②ホームタンクや配管部分に錆びやひび割れがないか、急に量が減っていないかを
確認し、老朽化している場合は交換しましょう。

③屋根雪がホームタンクや配管に落下して、バルブが緩んだり、管が損傷して油が
漏れたりすることがあります。屋根雪が直接当たりそうなところは囲いをする
などの対策をとりましょう。

◉もしも油漏れ事故が起こってしまったら、直ちに連絡してください。
　油漏れ事故は、初期段階での対応が重要です。油漏れ事故を起こしたり、流出等を
発見した場合は、直ちに岳北消防本部または役場生活環境係まで通報してください。
　漏れた油の回収等の費用は、原因者の負担となり、下流まで被害が拡大した場合
には、さらに多額の費用を負担することになってしまいます。

大きいタンクには
防油堤の設置を
　灯油用ホームタ
ンクの大きさが
200 リットル以
上の場合、防油堤
の設置が義務付け
られています。ご
自宅のタンクに防
油堤が設置されて
いるかを確認しま
しょう。
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◆第 61回全国中学校スキー大会長野県予選会
　（クロスカントリー）
　◉女子クラシカル
　　２ 位 　山田　桃

も も こ

子（２年・柳久保）
　◉女子フリー
　　３ 位 　和田　亜

あ み

海（２年・西町）
　　４ 位 　山田　桃子
　　８ 位 　森　　美

み こ

心（２年・中町）
　◉男子リレー
　　６ 位 　木島平中学校
　◉女子リレー
　　２ 位 　木島平中学校

　（ジャンプ）
　◉女子
　　２ 位 　竹内　千

ち ほ

穂（３年・内山）
　　３ 位 　山﨑　詩

じ

由
ゆ

衣
い

（３年・北鴨）

　（コンバインド）
　◉女子
　　１ 位 　竹内　千穂
　　２ 位 　山﨑　詩由衣

◆第75回全国高等学校スキー大会長野県予選会
　（クロスカントリー）
　◉男子クラシカル
　　４位　森　稟

り お

桜（中野立志館２年・中町）
　◉男子フリー
　　５位　森　稟桜
　◉女子フリー
　　６位　髙橋　実

み ら

楽（飯山高校１年・柳久保）

◆国民体育大会スキー競技会長野県予選会
　（クロスカントリー）
　◉少年男子クラシカル
　　４ 位 　森　稟桜
　◉少年女子クラシカル
　　３ 位 　髙橋　実楽
　　９ 位 　佐藤　遥

はるか

（飯山高校３年・大町）
　◉成年男子Ａクラシカル
　　３ 位 　髙橋　汰

た も ん

門（中央大学・柳久保）
　　８ 位 　祢津　利

り く う

空（日本体育大学・西町）
　◉成年女子Ａクラシカル
　　４ 位 　祢津　利

り ほ

宝（日本体育大学・西町）
　　５ 位 　芳川　千

ち え

恵（日本体育大学・馬曲）
　　７ 位 　渡邊　なな（同志社大学・中町）
　　９ 位 　髙橋　夢

ゆ め か

果（日本体育大学・市之割）
　◉成年男子Ｃクラシカル
　　 2 位　山田　琢

た く や

也（木島平 SC・柳久保）
　◉成年女子Ｂクラシカル
　　 2 位　長野　安

あ ん な

那（地域おこし協力隊
　　　　　　　　　　　　　　　・スキー場）
◆第101回全日本スキー選手権大会長野県予選会
　（クロスカントリー）
　◉男子スプリントフリー
　　７ 位 　森　稟桜
　◉女子スプリントフリー
　　４ 位 　祢津　利宝
　◉男子クラシカル
　　４ 位 　森　稟桜
　◉男子フリー
　　５ 位 　森　稟桜
　◉女子フリー
　   7 位 　髙橋　実楽

長野県スキー大会週間　競技結果
　１月 16 日～ 22 日、第 45 回長野県スキー大会週間が木島平村（クロスカントリー・ジャンプ・
コンバインド）と山ノ内町（アルペン）で開催され、村出身の選手が出場しました。大会の成績
は次のとおりです。※紹介は 10 位まで、選手名は敬称略　  【生涯学習係　電話0269（82）2041】
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健　康

だより

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

保健師
滝沢未

み く

来

健康福祉係
内線１２７

場合によっては命に関わる 「ヒートショック」

　皆さんは「ヒートショック」という言葉を聞いたことがあり
ますか。急激な温度変化により血圧が変動して起こる健康被害
で、特に冬のお風呂場で起こることが多いです。

【ヒートショックを予防するために】

予防するためには、体感の温度差をなくすことが重要です。
・入浴前に事前に、脱衣所・浴室を暖めましょう。
　（脱衣所にストーブを置いたり、服を脱ぐ前に浴室を
　事前に温かいシャワーで暖めましょう。）
・かけ湯で体を慣らしましょう。
・お湯は 41 度以下で浸かる時間は 10 分以内にしま
  しょう。
・入浴前と入浴後に水分補給をしましょう。

①お風呂に入る前は暖かい居間で過ごし、血圧も安定しています。

②暖かい居間から寒い脱衣所に移動すると、体は寒さに対応するために

　血圧を上げます。（血管が縮みます。）

③寒い脱衣所で衣服を脱ぎ、寒い浴室へ入るとさらに血圧が上昇します。

　（さらに血管が縮みます。）

④血圧が上がった状態で、浴槽に入ると、急に体が温まるため、血管が

　ひらき、血圧が下がりヒートショックが起こります。

　※ヒートショックになると、めまいや場合によっては意識を失うこと

　　もあります。

ヒートショックが起きてしまう原因
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　お困りの際は地域包括支援センターへご相談ください。
　★健康福祉係　内線 126・127
　★直通電話　　0269（82）4771

　基本チェックリストでは、近い将来介護が必要になる危険性がないかを確
認することができます。日常生活の様子、運動、栄養、口腔、閉じこもり、
認知機能、抑うつ気分の 7つの視点から危険性を調べます。
　75 歳以上の方（介護保険認定者を除く）に、2月末から村の健診申込書
と併せて、地区の役員さんを通じて、または郵送でお配りします。お手元に
届いた方は、記入のうえ提出をお願いします。

手軽に介護予防チェック

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

＊一緒に介護予防しませんか？＊
　チェックリストの結果をもとに、介護予防事業にお誘いしたり、保健師や看護師が訪問したりし
ています。チェックリストを活用して、健康な生活を続けていくための取組みに参加しましょう。

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　
木
島
平
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
村
で
は
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
健
（
検
）
診
、
村
の
健
康
・
運

動
事
業
へ
の
参
加
や
自
主
的
な
運
動
で

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
ふ
う
太
商
品
券
と

交
換
で
き
ま
す
。
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で

５
０
０
円
分
と
引
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

■
締
切
間
近
で
す

◉
引
換
期
限

　
令
和
5
年
2
月
28
日
（
火
）

　
今
年
度
、
頑
張
っ
た
自
分
に
ご
ほ
う

び
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
保
健
補
導
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

     

木
島
平
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
も
う
引
き
換
え
ま
し
た
か
？ 

「もう貯められない？」
｢いいえ、まだ間に合います！」

◉健康づくり事業（５ポイント） 
「自分のカラダをもっと知ろう！」
日時：２月 28日（火）
　　　13時 30分～ 14時 30分　
場所：農村交流館体育館・ラウンジ
内容：一般体操上級指導員による健康
　　　運動教室

◉自主取組み（各５ポイント） 
※証明できるものをお持ちください。
・運動、血圧測定、体重測定を 3か月
　以上継続
・減塩食品を利用した ( 商品を持参 )
・たばこを吸っていない
・健診時から体重 1kg または腹囲
　1cm以上減少した



2023.2

15

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　お困りの際は地域包括支援センターへご相談ください。
　★健康福祉係　内線 126・127
　★直通電話　　0269（82）4771

　基本チェックリストでは、近い将来介護が必要になる危険性がないかを確
認することができます。日常生活の様子、運動、栄養、口腔、閉じこもり、
認知機能、抑うつ気分の 7つの視点から危険性を調べます。
　75 歳以上の方（介護保険認定者を除く）に、2月末から村の健診申込書
と併せて、地区の役員さんを通じて、または郵送でお配りします。お手元に
届いた方は、記入のうえ提出をお願いします。

手軽に介護予防チェック

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

＊一緒に介護予防しませんか？＊
　チェックリストの結果をもとに、介護予防事業にお誘いしたり、保健師や看護師が訪問したりし
ています。チェックリストを活用して、健康な生活を続けていくための取組みに参加しましょう。

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　
木
島
平
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
村
で
は
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
健
（
検
）
診
、
村
の
健
康
・
運

動
事
業
へ
の
参
加
や
自
主
的
な
運
動
で

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
ふ
う
太
商
品
券
と

交
換
で
き
ま
す
。
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で

５
０
０
円
分
と
引
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

■
締
切
間
近
で
す

◉
引
換
期
限

　
令
和
5
年
2
月
28
日
（
火
）

　
今
年
度
、
頑
張
っ
た
自
分
に
ご
ほ
う

び
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
保
健
補
導
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

     

木
島
平
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
も
う
引
き
換
え
ま
し
た
か
？ 

「もう貯められない？」
｢いいえ、まだ間に合います！」

◉健康づくり事業（５ポイント） 
「自分のカラダをもっと知ろう！」
日時：２月 28日（火）
　　　13時 30分～ 14時 30分　
場所：農村交流館体育館・ラウンジ
内容：一般体操上級指導員による健康
　　　運動教室

◉自主取組み（各５ポイント） 
※証明できるものをお持ちください。
・運動、血圧測定、体重測定を 3か月
　以上継続
・減塩食品を利用した ( 商品を持参 )
・たばこを吸っていない
・健診時から体重 1kg または腹囲
　1cm以上減少した



2023.2

17

あすなろ英語塾

　木島平村の将来を担う有意の人材を育てたい
との思いで意欲ある中学生諸君を募集します。
詳細はお気軽にお問合せください。

◆場所　　木島平郵便局より徒歩 1 分
◆時間割　毎週土曜日
　中１レベル：　9:00 ～ 10:20 （80 分 )
　中２レベル：10:30 ～ 11:50 （80 分 )
　中３レベル：14:00 ～ 15:20 （80 分 )
◆月謝　（住民税非課税世帯の生徒は無料
　　　　 ➡ 遠慮なくお申し出ください )
　中学 3 年  ：10,000 円
　中学１，２年：　5,000 円
◆テキスト代　年間で 1,000 円程度

◆レベル別授業
・本人の学年に関係なく学力により中１～中３
　レベルの各クラスに参加してもらいます
・各学年レベルのクラスは３人まで
　（定員になり次第募集停止）
・中学校の教科書を利用して英文の精読、文法
　の説明、ネイティブの発音を意識した音読を
　徹底的におこないます
・学校の宿題を手伝う、問題集を解くというこ
　とはしません
◆実績
大学：東大（理二）、信大（医保）、早大（理
　　　工）、東京理科大（薬）、東京薬科大、昭
　　　和薬科大、明治薬科大
高校：佐久長聖、下高井農林、長野、長野日大、　　  
　　  中野立志館、松本深志（五十音順）

問合せ　☎ 080（3529）1751　川口俊夫（信大工学部　研究コーディネーター）

有 

料 

広 

告

 

３
年
ぶ
り
の
開
催

 

調
布
市
立
中
学
校
ス
キ
ー
教
室

　
交
流
推
進
員
の
宮
島
絢け

ん

と冬
で
す
。

　
今
年
は
調
布
市
立
中
学
校
の
ス

キ
ー
教
室
が
３
年
ぶ
り
に
木
島
平
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
ス
キ
ー
教
室
が
す
べ
て
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
内
８
つ
の
中
学
校
の
一
・
二
年
生

約
３
０
０
０
人
の
子
供
た
ち
が
、
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
２
泊
３
日

で
村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
各
校
と
も

初
日
の
開
校
式
で
は
関
教
育
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
上
旬
の
時
点
で
既
に
半
分
の

学
校
が
ス
キ
ー
教
室
を
終
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
学
校
の
生
徒
も
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ス

キ
ー
経
験
の
あ
る
生
徒
や
、
初
め
て

の
生
徒
な
ど
様
々
で
す
が
、
ブ
ー

ツ
や
ス
キ
ー
の
履
き
方
も
分
か
ら
な

か
っ
た
生
徒
が
３
日
目
に
は
ス
ム
ー

ズ
に
滑
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
成
長

が
早
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
を
き
っ
か
け

に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き

に
な
っ
て
、
ま
た
木
島
平
を
訪
れ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
ス
キ
ー
教
室
終
了
ま
で
あ
と
わ
ず

か
。
ス
キ
ー
場
の
積
雪
量
も
心
配
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
無
事
に
終
わ
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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12
月
、
学
校
運
営
協
議
会
で
発
表
さ

れ
た
令
和
４
年
度
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
結
果
か
ら
抜
粋
し
た
項
目

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
こ
こ
数
年
で
劇
的
に

変
化
し
た
環
境
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
学
校
・
地

域
・
行
政
が
連
携
し
て
取
り
組
め
る「
課

題
」
や
気
づ
き
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
抜
粋
）

Ｑ
　
小
学
校
「
友
だ
ち
や
先
生
、
村
の

　
　
方
に
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

　
　
ま
す
か
」

Ａ
　
よ
く
し
て
い
る
・
大
体
し
て
い
る

　
　
高
学
年
　
92
％

　
　
低
学
年
　
81
％

Ｑ
　
小
学
校
「
友
た
ち
と
仲
良
く
遊
ん

　
　
だ
り
、話
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
」

Ａ
　
よ
く
し
て
い
る
・
大
体
し
て
い
る

　
　
高
学
年
　
91
％

　
　
低
学
年
　
84
％

Ｑ
　
小
学
校
「
友
だ
ち
や
先
生
は
あ
な

　
　
た
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
れ

　
　
ま
す
か
」

Ａ
　
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
・
聞
い
て
く
れ
る

　
　
高
学
年
　
92
％

　
　
低
学
年
　
84
％

Ｑ
　
小
学
校
「
学
校
生
活
は
楽
し
い
で

　
　
す
か
」

Ａ
　
と
て
も
楽
し
い
・
楽
し
い

　
　
高
学
年
　
78
％

　
　
低
学
年
　
80
％

（
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

Ｑ
　
中
学
校
「
学
校
で
は
特
色
あ
る
教

　
　
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
」

Ａ
　
よ
く
当
て
は
ま
る

　
　
や
や
当
て
は
ま
る
　

Ｑ
　
中
学
校
「
学
校
は
保
護
者
・
地
域

　
　
の
願
い
に
応
え
て
い
る
」

Ａ
　
よ
く
当
て
は
ま
る

　
　
や
や
当
て
は
ま
る
　
　

【
子
育
て
支
援
係
　
内
線
１
６
２
】

 

シ
リ
ー
ズ
　
コ
ミ
ス
ク
㉓

　
ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

）
82
％

）
92
％

　あなたにとっての「家庭」「家族」をテーマに募集した「家庭の日フォトコンテスト」へのたくさんの
ご応募ありがとうございました。審査の結果、大賞作品および入賞作品が決定しました。受賞作品は村
公式ウェブサイトのトップページへの掲載と村内各施設にて展示をしていますのでご覧ください。

◉受賞作品および村公式ウェブサイトへの掲載期間
　・大賞作品（2/1 ～ 3/31 掲載）　
　　「やまびこの丘の夏の思い出」
　・入賞作品①（4/1 ～ 4/30 掲載）
　　「大切な人」　 　「やまびこの丘公園にて」　　　　　
　　「みんなで海」 　「いつまでも家族のような協力隊」　
　　「仲良し姉妹」　 「いつも収穫ありがとう！」
　・入賞作品②（5/1 ～ 5/31 掲載）
　　「去年生まれた双子」 　「家族と紅葉」    「きょうだい」
　　「ぼくもやる！！！」　 「従

い と こ

姉妹」　　    「帰り道」

◉掲示場所および日程　（※若者センター、観光交流センターでの展示は終了）
　・農村交流館：2/13（月）～ 2/26 日（日）　　
　・ファームス木島平：2/27 日（月）～ 3/12（日）　　　　　　　　　　【子育て支援係　内線１６２】

【大賞作品】
「やまびこの丘の夏の思い出」

岩崎  隆
たかみつ

光さんの作品

家庭の日フォトコンテスト結果発表
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　木島平村の将来を担う有意の人材を育てたい
との思いで意欲ある中学生諸君を募集します。
詳細はお気軽にお問合せください。

◆場所　　木島平郵便局より徒歩 1 分
◆時間割　毎週土曜日
　中１レベル：　9:00 ～ 10:20 （80 分 )
　中２レベル：10:30 ～ 11:50 （80 分 )
　中３レベル：14:00 ～ 15:20 （80 分 )
◆月謝　（住民税非課税世帯の生徒は無料
　　　　 ➡ 遠慮なくお申し出ください )
　中学 3 年  ：10,000 円
　中学１，２年：　5,000 円
◆テキスト代　年間で 1,000 円程度

◆レベル別授業
・本人の学年に関係なく学力により中１～中３
　レベルの各クラスに参加してもらいます
・各学年レベルのクラスは３人まで
　（定員になり次第募集停止）
・中学校の教科書を利用して英文の精読、文法
　の説明、ネイティブの発音を意識した音読を
　徹底的におこないます
・学校の宿題を手伝う、問題集を解くというこ
　とはしません
◆実績
大学：東大（理二）、信大（医保）、早大（理
　　　工）、東京理科大（薬）、東京薬科大、昭
　　　和薬科大、明治薬科大
高校：佐久長聖、下高井農林、長野、長野日大、　　  
　　  中野立志館、松本深志（五十音順）

問合せ　☎ 080（3529）1751　川口俊夫（信大工学部　研究コーディネーター）

有 

料 

広 

告

 

３
年
ぶ
り
の
開
催

 

調
布
市
立
中
学
校
ス
キ
ー
教
室

　
交
流
推
進
員
の
宮
島
絢け

ん

と冬
で
す
。

　
今
年
は
調
布
市
立
中
学
校
の
ス

キ
ー
教
室
が
３
年
ぶ
り
に
木
島
平
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
ス
キ
ー
教
室
が
す
べ
て
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
内
８
つ
の
中
学
校
の
一
・
二
年
生

約
３
０
０
０
人
の
子
供
た
ち
が
、
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
２
泊
３
日

で
村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
各
校
と
も

初
日
の
開
校
式
で
は
関
教
育
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
上
旬
の
時
点
で
既
に
半
分
の

学
校
が
ス
キ
ー
教
室
を
終
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
学
校
の
生
徒
も
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ス

キ
ー
経
験
の
あ
る
生
徒
や
、
初
め
て

の
生
徒
な
ど
様
々
で
す
が
、
ブ
ー

ツ
や
ス
キ
ー
の
履
き
方
も
分
か
ら
な

か
っ
た
生
徒
が
３
日
目
に
は
ス
ム
ー

ズ
に
滑
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
成
長

が
早
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
を
き
っ
か
け

に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き

に
な
っ
て
、
ま
た
木
島
平
を
訪
れ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
ス
キ
ー
教
室
終
了
ま
で
あ
と
わ
ず

か
。
ス
キ
ー
場
の
積
雪
量
も
心
配
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
無
事
に
終
わ
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

133
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　
県
内
で
は
例
年
、
除
雪
や
雪
下
ろ
し

作
業
中
に
、
屋
根
か
ら
転
落
し
た
り
除

雪
機
に
手
や
指
を
巻
き
込
ま
れ
て
負
傷

し
た
り
す
る
な
ど
の
除
雪
関
連
の
事
故

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
村
内
で
も
毎
年

の
よ
う
に
除
雪
に
伴
う
高
所
か
ら
の
転

落
事
故
が
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
毎

年
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
か
、
い

つ
も
使
っ
て
い
る
機
械
だ
か
ら
な
ど
の

慣
れ
や
過
信
は
厳
禁
で
す
。

　
こ
の
冬
も
ま
だ
ま
だ
降
雪
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
除
雪
や
雪
下
ろ
し
を
行
う
際

は
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
第
一
で
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

１
　
雪
下
ろ
し
時
は
、
命
綱
と
滑
り
止

　
め
、
は
し
ご
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
雪
下
ろ
し
を
す
る
時
は
、
一
人
で

　
行
わ
ず
、
家
族
や
隣
近
所
に
知
ら
せ

　
ま
し
ょ
う
。

３
　
軒
下
な
ど
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
あ

　
る
場
所
で
は
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
２
年
生
は
、
１
月
と
２
月
中
、
進
路
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
４
０
０
～

６
０
０
文
字
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
の
作
成
を
し

た
り
、
求
人
票
の
見
方
、
進
学
す
る
学
校

の
選
び
方
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
生
の
夏
か
ら
進
路
決
定
が
本
格
化

し
ま
す
が
、
今
か
ら
少
し
ず
つ
準
備
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
す
で
に
進
路
決

定
を
終
え
た
３
年
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
、
生
徒
た
ち
に
何
ら
か
の
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
１
月
21
日
に
は
就
職
と
進
学
の

希
望
者
に
分
か
れ
て
、
就
職
希
望
者
は
求

人
票
の
見
方
、
就
職
へ
の
心
構
え
に
つ
い

て
学
び
、
進
学
希
望
者
は
希
望
分
野
の
専

門
学
校
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
進

路
に
つ
い
て
深
く
学
び
ま
し
た
。
卒
業
ま

で
あ
と
１
年
、
ひ
と
り
一
人
、
進
路
に
対

す
る
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
、
最
強
寒
波
が
や
っ
て
き
た

こ
の
日
、
木
島
平
ス
キ
ー
場
に
て
１
学
年

の
ス
キ
ー
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
中

は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
か
ら
滑
り

方
を
教
わ
り
、
昼
食
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

食
べ
、
午
後
は
自
由
滑
走
で
し
た
。「
ス

キ
ー
場
で
食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
な
ぜ

こ
ん
な
に
も
美
味
し
い
の
か
」
と
改
め
て

実
感
す
る
ほ
ど
抜
群
に
美
味
し
く
、
高
校

生
は
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
快
晴
、
午
後
は
ま
さ
に
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
で
目
の
前
が
見
え
な
い
ほ
ど

の
猛
吹
雪
の
中
で
し
た
が
、
全
員
が
楽
し

く
無
事
に
滑
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
公
共
の
場
で
の
振
る
舞
い
や
集
団
行

動
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
友
達
と
笑
顔
で

楽
し
く
滑
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
人
生
も
同
じ
で
す
が
、
何
度
転
ん
で

も
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
12
月
５
日
と
20
日
、
地
域
資
源
活
用
コ

ー
ス
の
３
年
生
３
人
が
、
木
島
平
村
の
語

り
部
に
指
導
を
受
け
て
き
た
民
話
「
上
堰

物
語
」
を
、
木
島
平
小
学
校
の
５
・
６
年

生
に
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、

地
域
に
残
る
農
業
に
関
す
る
文
化
的
・
歴

史
的
な
地
域
資
源
を
語
り
継
ぎ
、
後
世
に

残
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
語
り
に
合
わ
せ
て
、
現
代
風
の
イ
ラ
ス

ト
で
構
成
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
が
投
影
さ

れ
、
小
学
生
を
よ
り
物
語
の
世
界
へ
引
き

込
み
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
語
り
部
の
表
現
の
仕
方
が
す
ご
く
て
、

木
島
平
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
く
な
り

ま
し
た
」「
昔
の
人
が
水
路
を
作
っ
て
く

れ
て
、
と
て
も
感
謝
し
ま
し
た
」「
水
も

お
米
も
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
、感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

地域の民話を語り継ぐ

２年生進路学習

１年生スキー教室

除
雪
・
雪
下
ろ
し
作
業
中
の

事
故
に
ご
用
心
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

４
　
雪
を
落
と
す
場
所
に
は
、
ロ
ー
プ

　
な
ど
で
人
が
入
ら
な
い
措
置
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

５
　
除
雪
機
械
の
調
整
を
す
る
時
は
、

　
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
政
府
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
18

日
ま
で
を
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

間
と
定
め
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深
め
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
日
々
大

量
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
は
常
に
最
新
の
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

　
の
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ

　
ト
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
時
は
、
パ
ス

　
ワ
ー
ド
な
ど
の
入
力
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

飯　山　市

　いいやまの冬の名物として親しまれている「バナ
ナボート」。道の駅「花の駅 千曲川」内にある「Café
里わ」では、毎週末 4 ～ 5 店程のバナナボートを
ローテーションで販売しています。
　一言で「バナナボート」と言っても、各店によっ
て特徴はさまざま！ぜひ食べ比べをしてお気に入り
をみつけてみてください。お持ち帰りはもちろん、
店内でもお召し上がりいただけますので、お飲み物
とご一緒にどうぞ。

■日程　3 月 26 日（日）まで　※土日限定
■時間　バナナボートは 10 時頃から並びはじめ、
　　　　売切次第終了
■場所　道の駅「花の駅 千曲川」内「Café 里わ」
　　　　スイーツコーナー
■問合せ　道の駅「花の駅 千曲川」　
　　　　　電話 0269（62）1887
　
  「花の駅 千曲川」の
    情報はこちらから　

野沢温泉村

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
に
つ
い
て

野沢温泉冬の灯
とうみょう

明夜まつり「Café 里わ」 土日限定で
『バナナボート』販売中！

　灯明とゲレンデ花火、松明滑走など幻想的な光の
世界。昼間とはまったく違う夜の野沢温泉スキー場
をお楽しみください。

■日時　3 月 4 日 ( 土 )　
　　　　午後 7 時～　
■会場　長坂ゲレンデ
■問合せ
　野沢温泉観光協会
　電話 0269（85）3155

司法書士による「昔の借金電話相談」

相談無料
◉こんな疑問に応えます

「昔借りた借金の請求が来たけど
払わなければいけないだろうか？」

「借りた覚えのないところから借金の請求が来た
けどどういうことだろうか？」

「認知症の父に借金の請求が来ているがどうした
らよいだろうか？」　
◉日時　　３月４日㈯　午前 10 時～午後４時
◉電話　　0120（448）788　※フリーダイヤル
◉問合せ　長野県司法書士会　☎ 026（232）7492
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い
。

○
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
は
常
に
最
新
の
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

　
の
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ

　
ト
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
時
は
、
パ
ス

　
ワ
ー
ド
な
ど
の
入
力
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

飯　山　市

　いいやまの冬の名物として親しまれている「バナ
ナボート」。道の駅「花の駅 千曲川」内にある「Café
里わ」では、毎週末 4 ～ 5 店程のバナナボートを
ローテーションで販売しています。
　一言で「バナナボート」と言っても、各店によっ
て特徴はさまざま！ぜひ食べ比べをしてお気に入り
をみつけてみてください。お持ち帰りはもちろん、
店内でもお召し上がりいただけますので、お飲み物
とご一緒にどうぞ。

■日程　3 月 26 日（日）まで　※土日限定
■時間　バナナボートは 10 時頃から並びはじめ、
　　　　売切次第終了
■場所　道の駅「花の駅 千曲川」内「Café 里わ」
　　　　スイーツコーナー
■問合せ　道の駅「花の駅 千曲川」　
　　　　　電話 0269（62）1887
　
  「花の駅 千曲川」の
    情報はこちらから　

野沢温泉村

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
に
つ
い
て

野沢温泉冬の灯
とうみょう

明夜まつり「Café 里わ」 土日限定で
『バナナボート』販売中！

　灯明とゲレンデ花火、松明滑走など幻想的な光の
世界。昼間とはまったく違う夜の野沢温泉スキー場
をお楽しみください。

■日時　3 月 4 日 ( 土 )　
　　　　午後 7 時～　
■会場　長坂ゲレンデ
■問合せ
　野沢温泉観光協会
　電話 0269（85）3155

司法書士による「昔の借金電話相談」

相談無料
◉こんな疑問に応えます

「昔借りた借金の請求が来たけど
払わなければいけないだろうか？」

「借りた覚えのないところから借金の請求が来た
けどどういうことだろうか？」

「認知症の父に借金の請求が来ているがどうした
らよいだろうか？」　
◉日時　　３月４日㈯　午前 10 時～午後４時
◉電話　　0120（448）788　※フリーダイヤル
◉問合せ　長野県司法書士会　☎ 026（232）7492
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15

水
　

16

木
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
　
10
時
～

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会
　
17
時
～

17

金

18

土
　
木
島
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
会
（
～
19
日
）

19

日
　
家
庭
の
日

20

月
　

21

火

22

水
　
教
育
委
員
会
定
例
会
　
15
時
～

23

木

24

金
　
議
会
３
月
定
例
会
（
～
３
月
17
日
）

　
第
42
回
木
島
平
村
長
杯
争
奪
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（

～
26
日
）

25

土

26

日
　
休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ
　
９
時
～
11
時
45
分

27

月
　
農
業
委
員
会
総
会
　
　
16
時
～

　
環
境
衛
生
委
員
会
　
　
19
時
～

28

火

２月

村
税
等
口
座
振
替
日

天
皇
誕
生
日

村税等の口座振替日は 2月 27 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 35ページ
「社協の予定」をご覧ください。

生ごみを 捨てる前には

ギューっと ひと絞り

エコパーク寒川

燃える
ごみ処分量

令和５年１月 令和４年１月 前年同月比

71,920kg 66,260kg 109%

燃えない
ごみ処分量

令和５年１月 令和４年１月 前年同月比

2,220kg 1,660kg 134%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう。

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別

燃えるごみと 資源ごみ

有 

料 

広 

告

村
税
等
納
期
限

持続可能なエコ活動　Vol.14

【みかんの皮の活用術】

○煮出して、コンロ周りやグリルの汚れ落としに

　2 ～ 3 個分の皮と水 300ml を鍋に入れて 10

分程煮出して、冷めてからスプレーボトルなどに

入れ、汚れに吹きかけて拭き取ればすっきり落と

せます。

○そのまま使って、電子レンジの臭い消しに

　電子レンジに入れて加熱（600W  2 分）すると、

皮から出た水蒸気で庫内のにおいが消えます。

　【消費者の会　内線１２１】

捨てればゴミでも使えば資源に！

2023.2
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地域の子育て家庭に、おひさま保育
園のプレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：30 ～ 11：30

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉ 2 月 21日㈫　10：00 ～
※時間が異なります。ご注意ください。
　「薬剤師さんに聞いてみよう！」
◉ 2 月 28 日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
◉ 3 月 7 日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
◉ 3 月14 日㈫　10：00 ～
※時間が異なります。ご注意ください。
　「歯科衛生士さんのお話」
　乳幼児期の「歯」についてお話を
　ききます。

３月

広
報
発
行
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 29 野沢温泉村 1 0 34 その他 0 0 7

飯山市 0 0 131 栄村 0 0 14 《合計》 1 0 215

件 件 件 件 件件 件件 件1 月の出動件数 （岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉四種混合：2 月 27 日㈪
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス
　　　　　　　　　：3 月13日㈪
　対象：令和 4 年 10 月～ 12 月生

うまれ

日にち：3 月 2 日㈭
受付：14：30 ～ 15：00
場所：保健センター
対象：令和元年 10 月
　　　　　　～令和 2 年 2 月生
持ち物：母子手帳

日にち：3 月 9 日㈭
時間：9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

日にち：2 月 20 日㈪
受付： 11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和 4 年 7 月生

日にち：3 月16 日㈭
受付： 11：30 ～ 11：45
場所：木島平村診療所
対象：令和 4 年 8 月生

日にち：2 月 22 日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和 2 年 1 月生
　　　令和 3 年 1 月生
　　　令和 3 年 7 月生
　　　令和 4 年 2・7・10 月生

予 防 接 種

子ども健康相談

みのがすな 小さな火のもと 火事のもと

【2 月 20 日㈪～ 3 月 19 日㈰】

おひさま教室

おひさま広場

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

は人
権
か
る
た

な
し
か
け
よ
う  

そ
れ
が
　
友
達
へ
の
第
一
歩

BCG 予防接種

1

水
　
心
配
ご
と
相
談
　

9
時
～
12
時

2

木

3

金
　

4

土

5

日

6

月
　
学
校
運
営
協
議
会
　
15
時
～

7

火
　
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
８
日
）

8

水

9

木
　
健
康
相
談
・
介
護
相
談
　

9
時
～
11
時

10

金

11

土
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口
　

9
時
～
12
時

　
２
０
２
３
全
日
本
小
学
生
選
抜
Ｘ
Ｃ
ス
キ
ー
大
会
（
～
12
日
）

12

日
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口
　

9
時
～
12
時

13

月

14

火
　
民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会
　
14
時
～

　
木
島
平
小
学
校
三
学
期
終
業
式

15

水
　
木
島
平
中
学
校
三
学
期
終
業
式

　
木
島
平
小
学
校
卒
業
式
　

9
時
15
分
～

乳幼児健診

３歳児視機能検査
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③
広
報
紙
や
村
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

　
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
や
馬
曲
温
泉

　
公
園
の
説
明
会
の
予
定
は
な
い
。

湯
本
産
業
課
長

②
資
金
計
画
な
ど
か
ら
事
業
実
施
の

　
可
能
性
、事
業
の
安
定
性
・
継
続
性
、

　
提
案
金
額
を
主
な
項
目
と
し
て
判
断
。

④
郷
の
家
は
希
望
者
が
い
れ
ば
譲
渡
、

　
に
こ
に
こ
フ
ァ
ー
ム
は
村
管
理
で
の
利

　
用
方
法
検
討
、シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
は

　
明
確
な
方
針
は
な
い
。

教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の

質
　
問

　
力
を
入
れ
た
い
こ
と・
新
た
に
取
り
組
み

た
い
こ
と
な
ど
、想
い
を
伺
う
。

関
教
育
長

◎
生
涯
学
習
と
学
校
教
育
と
の
連
携
を

　
強
化
し
た
い
。大
人
が
子
供
た
ち
と

　
触
れ
合
う
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
り
、

　
子
供
た
ち
は
大
人
の
姿
を
見
て
憧
れ

　
を
持
つ
、そ
の
よ
う
な
相
互
の
関
係
を

　
大
事
に
し
た
い
。

◎「
ふ
る
さ
と
学
習
」を
系
統
化
し
た
い
。

　
保
・
小
・
中
、一
貫
し
た
教
育
活
動
の

　
中
で
、ど
う
い
う
活
動
が
子
供
た
ち
、

　
ま
た
、こ
の
村
に
と
っ
て
大
事
か
、系

　
統
化
し
て
進
め
た
い
。環
境
教
育
と

　
し
て「
木
育
」に
関
す
る
教
育
活
動
を

　
推
進
し
た
い
。

◎
小
・
中
学
校
で
個
々
に
整
備
さ
れ
た

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
効
果

　
的
な
教
育
実
践
を
進
め
た
い
。

◎
教
育
委
員
会
で
行
う
取
組
み
に
つ
い

　
て
、村
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
協
力
を

　
得
ら
れ
る
よ
う
情
報
発
信
を
大
事
に

　
し
た
い
。

質
　
問

①
外
出(

移
動)

支
援
策
＝
デ
マ
ン
ド

　
以
外
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

②
居
場
所(

交
流
の
場)

づ
く
り
＝
冬
期

　
は
家
に
こ
も
り
が
ち
。ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

　
を
兼
ね「
居
場
所
開
放
」の
取
組
み
は
。

③
終
活
サ
ポ
ー
ト
＝
身
寄
り
が
な
い
方
の

　
家
や
財
産
等
の
生
前
対
応
、配
偶
者

　
逝
去
後
の
手
続
き
等
、サ
ポ
ー
ト
を
。

④
困
り
事
の
相
談
に
つ
い
て
。気
軽
に
相
談

　
し
や
す
い
体
制
、対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
。

⑤
雪
支
援
＝
学
生
や
協
力
隊
な
ど
、人
材

　
確
保
策
の
検
討
を
。

山
嵜
民
生
課
長

①
デ
マ
ン
ド
以
外
の
検
討
は
し
て
い
な

　
い
。社
協
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　「
る･

れ
る
ポ
イ
ン
ト
事
業
」の
普
及
に

　
努
め
た
い
。

②
様
々
な
取
組
み
を
検
討
し
た
い
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
終
活
や

　
人
生
会
議
等
の
相
談
に
対
応
す
る

　
ほ
か
、講
演
会
等
、身
近
な
話
題
と

　
し
た
い
。

④
独
居
高
齢
者
世
帯
約
　
世
帯
を
毎
月

　
訪
問
し
て
い
る
。保
健
師
等
専
門
職

　
が
で
き
る
だ
け
現
場
に
出
る
と
と
も

　
に
、関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

　
情
報
連
携
を
密
に
取
り
組
ん
で
い
き

　
た
い
。

丸
山
総
務
課
長

⑤
支
援
内
容
や
現
場
の
状
況
に
柔
軟
に

　
対
応
で
き
る
学
生
を
確
保
す
る
こ
と

　
は
非
常
に
困
難
。協
力
隊
募
集
は
考
え

　
て
い
な
い
。

◆
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
と
馬
曲
温
泉
の

優
先
交
渉
者
の
選
定
に
つ
い
て
。

①
選
考
結
果
と
今
後
の
対
応
は
。

②
基
準（
チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
）は
。

③
住
民
説
明（
ど
の
段
階
で
、ど
の
よ
う

　
な
方
法
で
）に
つ
い
て
伺
う
。

◆
そ
の
他
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
。

④「
郷
の
家
」「
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル

　
ク
」「
に
こ
に
こ
フ
ァ
ー
ム
」の
今
後
の

　
管
理
方
針
、活
用
は
。

村
　
長

①「
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
」は
ス
キ
ー
場

　
な
ど
と
併
せ
て
契
約
の
段
取
り
を

　
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
想
定
。

　
　
馬
曲
温
泉
は
早
急
に
再
募
集
を

　
検
討
。

　
　
馬
曲
温
泉
は
村
に
と
っ
て
大
事
な

　
観
光
資
源
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
継
続

　
で
き
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

令
和
４
年
　月
第
４
回
定
例
会

　行
政
事
務
一
般
質
問

　
　
　
　
　（
　月
７
日・８
日
）

村
政
に
対
し
て
８
人
の
議
員
が
質
問

し
ま
し
た
。

12
12

村
　長

教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　   

構
想・抱
負
等
に
つ
い
て

質
　問

　行
政
で
大
事
な
こ
と
は

　
　  「
丁
寧
な
説
明
」や「
寄
り
添
っ
た
対
応
」

議
員

江
田

　宏
子

観
光
施
設
等
の

　
　
　
　 今
後
の
方
針
に
つ
い
て

質
　問

湯
本
産
業
課
長

関
教
育
長

質
　問

高
齢
者
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

山
嵜
民
生
課
長

丸
山
総
務
課
長

22

質
　
問

　
村
は
　
月
民
間
企
業
と
基
本
合
意
を

し
た
。来
年
３
月
契
約
に
向
け
て
進
め

ら
れ
る
。村
民
に
対
し
説
明
会
が
開
か

れ
た
が
、ス
キ
ー
場
関
係
、ペ
ン
シ
ョ
ン
経

営
の
方
か
ら
私
に
更
に
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
。そ
の
中
に
は
将
来
を
見
据
え
た

建
設
的
意
見
や
提
案
が
多
く
あ
っ
た
。

相
手
企
業
も
ス
キ
ー
場
を
通
し
て
地
域

貢
献
を
し
た
い
と
の
姿
勢
を
示
さ
れ
て

い
る
。再
度
説
明
会
ま
た
は
意
見
等
を

聴
取
す
る
機
会
が
持
て
な
い
か
。

村
　
長

　
現
在
、譲
渡
の
最
終
契
約
に
向
け
て

調
整
と
確
認
を
し
て
い
る
。基
本
合
意
に

基
づ
き
、正
式
契
約
が
先
決
と
考
え
て
い

る
。基
本
的
に
は
譲
渡
先
の
経
営
判
断

に
委
ね
る
こ
と
は
、今
後
の
ス
キ
ー
場
運

営
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
当
然
と
考
え

て
い
る
。正
式
契
約
締
結
後
、意
見
を
頂
く

場
に
お
い
て
、村
が
中
に
入
り
調
整
し
、

意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

旧
統
一
教
会
関
連
団
体
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

質
　
問

　
新
聞
に「
７
月
開
催
さ
れ
た
旧
統
一
教
会

系
行
事
に―

木
島
平
村
で
は
日
台
正
博

村
長
が
主
催
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、

村
内
で
開
か
れ
た
式
典
に
佐
藤
裕
重
副

村
長
が
出
席
」と
報
じ
ら
れ
た
。今
回
の

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
は
、旧
統
一
教
会
の
友
好

団
体「
宇
宙
平
和
連
合
」が
開
催
し
、そ
の

開
催
意
図
は
、反
社
会
的
目
的
に
沿
っ
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な

行
事
が
行
わ
れ
、対
応
し
た
の
か
。

村
　
長

　「
若
者
が
世
界
の
平
和
を
訴
え
な
が

ら
自
転
車
で
走
る
の
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

欲
し
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
り
、「
世
界
を

平
和
に
」と
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

丸
山
総
務
課
長

　
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
、副
村
長
が
挨
拶
を
し
た
。

今
後
は
、申
請
書
と
資
料
の
提
出
で
の

判
断
に
加
え
、新
た
に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
と
団
体
規
約
の
提
出
を
求
め
る
。

質
　
問

　
過
疎
化
の
進
行
と
農
村
集
落
・
地
域

経
済
の
衰
退
は
、木
島
平
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、日
本
全
国
の
問
題
。第
６
次

総
合
振
興
計
画
８
年
目
と
な
る
が
、今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
　
長

　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
て
、

検
証
及
び
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。特
に

少
子
化
の
進
行
が
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
お
り
、来
年
度
の

計
画
で
は
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

丸
山
総
務
課
長

　
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
は
、３
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。い
ず
れ
の

数
値
も
目
標
に
達
し
て
い
る
も
の
は

な
い
。今
後
も
目
標
達
成
に
向
け
、関
係

事
業
を
進
め
て
い
く
。

質
　
問

①
廃
止
方
針
は
変
わ
り
な
い
か
。

②
施
設
廃
止
に
対
し
、酪
農
家
、き
の
こ

　
農
家
の
意
見
は
。

③
廃
止
の
場
合
の
代
替
案
は
。

村
　
長

①
建
物
の
劣
化
診
断
の
結
果
、令
和
８

　
年
度
ま
で
の
期
限
が
出
さ
れ
た
。診

　
断
結
果
に
基
づ
き
、現
在
の
施
設
は

　
廃
止
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。継
続
は

　
管
理
経
費
を
考
え
た
場
合
、大
変
厳

　
し
い
。開
放
型
施
設
も
含
め
、可
能
な

　
方
法
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

湯
本
産
業
課
長

②
方
針
決
定
後
、説
明
会
や
懇
談
会
を

　
実
施
。き
の
こ
農
家
か
ら
は
、存
続
の

　
意
見
と
廃
止
の
場
合
に
今
後
の
処
理

　
方
法
の
検
討
や
、処
理
設
備
の
準
備
の

　
た
め
早
期
の
結
論
が
欲
し
い
と
い
う

　
意
見
が
あ
る
。畜
産
農
家
か
ら
は
、各

　
農
家
で
処
理
は
大
変
難
し
い
た
め
耐
用

　
年
数
ま
で
稼
動
存
続
の
要
請
が
あ
る
。

③
有
機
の
里
づ
く
り
の
取
組
み
は
必
要
。

　
代
替
案
と
し
て
、小
規
模
施
設
か
、

　
開
放
型
施
設
を
今
の
と
こ
ろ
想
定
し

　
て
い
る
。

　
本
年
度
末
ま
で
に
全
国
民
が
取
得
す

る
と
の
政
府
目
標
は
、難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。本
村
で
の
交
付
は
目
標
ど
お
り

進
ん
で
い
る
か
。進
ん
で
い
な
い
と
す
る

と
、そ
の
原
因
は
な
に
か
。

山
嵜
民
生
課
長

　
　
月
末
時
点
で
の
交
付
率
は
　
・
　
％
。

目
標
達
成
に
は
厳
し
い
状
況
。進
ま
な
い

原
因
は
、カ
ー
ド
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
な
い
、個
人
情
報
の
流
出
へ
の
懸

念
と
い
う
方
が
多
い
。

　
国
は
、令
和
６
年
に
現
在
の
保
険
証

を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
、

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
を

検
討
し
て
い
る
。

再　
政
府
は
効
率
化
、利
便
性
を
強
調
し

て
い
る
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
、加
入
を
見
合
わ
せ
る
人
が

多
い
が
。

村
　
長

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、国
等
の
機

関
に
要
望
し
て
い
く
。

質
　問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

過
疎
化
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

有
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
　問

山
嵜
民
生
課
長

10

18
47

村
　長

村
　長

村
　長

質
　問

湯
本
産
業
課
長

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

10

　村
内
外
と
も
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
今

　
　
　
　
　 村
民
の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
か議

員

山
浦

　 

登

質
　問

質
　問

観
光
施
設
民
営
化
に
つ
い
て

村
　長

村
　長

旧
統
一
教
会
関
連
団
体
と
の

　
　
　
　
　
　 関
わ
り
に
つ
い
て
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質
　
問

　
村
は
　
月
民
間
企
業
と
基
本
合
意
を

し
た
。来
年
３
月
契
約
に
向
け
て
進
め

ら
れ
る
。村
民
に
対
し
説
明
会
が
開
か

れ
た
が
、ス
キ
ー
場
関
係
、ペ
ン
シ
ョ
ン
経

営
の
方
か
ら
私
に
更
に
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
。そ
の
中
に
は
将
来
を
見
据
え
た

建
設
的
意
見
や
提
案
が
多
く
あ
っ
た
。

相
手
企
業
も
ス
キ
ー
場
を
通
し
て
地
域

貢
献
を
し
た
い
と
の
姿
勢
を
示
さ
れ
て

い
る
。再
度
説
明
会
ま
た
は
意
見
等
を

聴
取
す
る
機
会
が
持
て
な
い
か
。

村
　
長

　
現
在
、譲
渡
の
最
終
契
約
に
向
け
て

調
整
と
確
認
を
し
て
い
る
。基
本
合
意
に

基
づ
き
、正
式
契
約
が
先
決
と
考
え
て
い

る
。基
本
的
に
は
譲
渡
先
の
経
営
判
断

に
委
ね
る
こ
と
は
、今
後
の
ス
キ
ー
場
運

営
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
当
然
と
考
え

て
い
る
。正
式
契
約
締
結
後
、意
見
を
頂
く

場
に
お
い
て
、村
が
中
に
入
り
調
整
し
、

意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

旧
統
一
教
会
関
連
団
体
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

質
　
問

　
新
聞
に「
７
月
開
催
さ
れ
た
旧
統
一
教
会

系
行
事
に―

木
島
平
村
で
は
日
台
正
博

村
長
が
主
催
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、

村
内
で
開
か
れ
た
式
典
に
佐
藤
裕
重
副

村
長
が
出
席
」と
報
じ
ら
れ
た
。今
回
の

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
は
、旧
統
一
教
会
の
友
好

団
体「
宇
宙
平
和
連
合
」が
開
催
し
、そ
の

開
催
意
図
は
、反
社
会
的
目
的
に
沿
っ
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な

行
事
が
行
わ
れ
、対
応
し
た
の
か
。

村
　
長

　「
若
者
が
世
界
の
平
和
を
訴
え
な
が

ら
自
転
車
で
走
る
の
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

欲
し
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
り
、「
世
界
を

平
和
に
」と
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

丸
山
総
務
課
長

　
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
、副
村
長
が
挨
拶
を
し
た
。

今
後
は
、申
請
書
と
資
料
の
提
出
で
の

判
断
に
加
え
、新
た
に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
と
団
体
規
約
の
提
出
を
求
め
る
。

質
　
問

　
過
疎
化
の
進
行
と
農
村
集
落
・
地
域

経
済
の
衰
退
は
、木
島
平
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、日
本
全
国
の
問
題
。第
６
次

総
合
振
興
計
画
８
年
目
と
な
る
が
、今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
　
長

　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
て
、

検
証
及
び
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。特
に

少
子
化
の
進
行
が
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
お
り
、来
年
度
の

計
画
で
は
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

丸
山
総
務
課
長

　
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
は
、３
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。い
ず
れ
の

数
値
も
目
標
に
達
し
て
い
る
も
の
は

な
い
。今
後
も
目
標
達
成
に
向
け
、関
係

事
業
を
進
め
て
い
く
。

質
　
問

①
廃
止
方
針
は
変
わ
り
な
い
か
。

②
施
設
廃
止
に
対
し
、酪
農
家
、き
の
こ

　
農
家
の
意
見
は
。

③
廃
止
の
場
合
の
代
替
案
は
。

村
　
長

①
建
物
の
劣
化
診
断
の
結
果
、令
和
８

　
年
度
ま
で
の
期
限
が
出
さ
れ
た
。診

　
断
結
果
に
基
づ
き
、現
在
の
施
設
は

　
廃
止
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。継
続
は

　
管
理
経
費
を
考
え
た
場
合
、大
変
厳

　
し
い
。開
放
型
施
設
も
含
め
、可
能
な

　
方
法
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

湯
本
産
業
課
長

②
方
針
決
定
後
、説
明
会
や
懇
談
会
を

　
実
施
。き
の
こ
農
家
か
ら
は
、存
続
の

　
意
見
と
廃
止
の
場
合
に
今
後
の
処
理

　
方
法
の
検
討
や
、処
理
設
備
の
準
備
の

　
た
め
早
期
の
結
論
が
欲
し
い
と
い
う

　
意
見
が
あ
る
。畜
産
農
家
か
ら
は
、各

　
農
家
で
処
理
は
大
変
難
し
い
た
め
耐
用

　
年
数
ま
で
稼
動
存
続
の
要
請
が
あ
る
。

③
有
機
の
里
づ
く
り
の
取
組
み
は
必
要
。

　
代
替
案
と
し
て
、小
規
模
施
設
か
、

　
開
放
型
施
設
を
今
の
と
こ
ろ
想
定
し

　
て
い
る
。

　
本
年
度
末
ま
で
に
全
国
民
が
取
得
す

る
と
の
政
府
目
標
は
、難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。本
村
で
の
交
付
は
目
標
ど
お
り

進
ん
で
い
る
か
。進
ん
で
い
な
い
と
す
る

と
、そ
の
原
因
は
な
に
か
。

山
嵜
民
生
課
長

　
　
月
末
時
点
で
の
交
付
率
は
　
・
　
％
。

目
標
達
成
に
は
厳
し
い
状
況
。進
ま
な
い

原
因
は
、カ
ー
ド
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
な
い
、個
人
情
報
の
流
出
へ
の
懸

念
と
い
う
方
が
多
い
。

　
国
は
、令
和
６
年
に
現
在
の
保
険
証

を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
、

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
を

検
討
し
て
い
る
。

再　
政
府
は
効
率
化
、利
便
性
を
強
調
し

て
い
る
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
、加
入
を
見
合
わ
せ
る
人
が

多
い
が
。

村
　
長

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、国
等
の
機

関
に
要
望
し
て
い
く
。

質
　問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

過
疎
化
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

有
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
　問

山
嵜
民
生
課
長

10

18
47

村
　長

村
　長

村
　長

質
　問

湯
本
産
業
課
長

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

10

　村
内
外
と
も
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
今

　
　
　
　
　 村
民
の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
か議

員

山
浦

　 

登

質
　問

質
　問

観
光
施
設
民
営
化
に
つ
い
て

村
　長

村
　長

旧
統
一
教
会
関
連
団
体
と
の

　
　
　
　
　
　 関
わ
り
に
つ
い
て

議 会だより 2023.2（No.250）

2323



関
教
育
長

　
小
学
校
は
農
業
と
か
木
育
を
通
じ
て
、

中
学
校
は
水
力
発
電
、太
陽
光
パ
ネ
ル

作
成
等
、「
未
来
塾
」の
中
で
取
り
扱
っ
て

い
た
。

質
　
問

　
地
域
お
こ
し
隊
の
任
務
は「
住
民
生
活

の
中
で
地
域
協
力
活
動
を
行
い
、定
住

定
着
を
図
る
取
組
み
」と
定
義
。

　
過
疎
地
域
の
集
落
の
点
検
実
施
、集
落

の
在
り
方
に
関
す
る
住
民
同
士
、住
民

と
自
治
体
の
話
合
い
に
従
事
す
る
者
を

集
落
支
援
員
。村
設
置
の
集
落
支
援
員

は
本
来
の
任
務
か
懸
念
す
る
。他
の
自

治
体
で
は
活
動
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

職
員
で
は
難
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、Ｉ
Ｔ
人
材
な
ど
村
に
無
い
人
材

の
活
用
は
。

村
　
長

　
隊
員
や
支
援
員
の
活
動
は
、村
民
理

解
が
重
要
。活
動
報
告
は
検
討
す
る
。

丸
山
総
務
課
長

　
活
動
実
績
は
、６
次
産
業
化
の
推
進
、

域
学
連
携
事
業
の
推
進
、耕
作
放
棄
地

対
策
、山
岳
観
光
の
振
興
、文
化
財
保

護
・
整
理
・
評
価
等
、携
わ
っ
て
い
る
。

　
任
期
終
了
者
４
名
が
村
に
定
着
。

　
集
落
支
援
員
は
、特
定
の
集
落
支
援

で
は
な
く
、村
全
域
を
対
象
に
、観
光
振

興
や
移
住
定
住
、荒
廃
地
対
策
や
地
域

学
校
連
携
、高
齢
者
対
策
で
、９
人
が

活
動
。

質
　
問

　
性
別
や
人
種
、民
族
、国
籍
、出
身
地
や

社
会
的
地
位
、障
害
の
有
無
な
ど
、誰
も
が

分
け
隔
て
な
く
、地
域
で
生
き
る
社
会
。

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
を
目
指
し
た

教
育
」の
実
現
は
い
か
が
。

関
教
育
長

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育「
排
除
し
な
い

教
育
」の
先
に「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
」

の
実
現
が
あ
る
。

再
質
問

　
課
題
が
地
域
風
土
の
醸
成
で
あ
り
、

生
涯
教
育
、人
権
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
が
、課
題
解
決
に
つ
な
が
る
。

関
教
育
長

　
地
域
力
、風
土
は
、制
度
が
変
わ
ら
な

い
と
進
ま
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

質
　
問

　
行
政
報
告
で
、第
７
次
総
合
計
画
に

向
け
た
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、報

告
が
あ
っ
た
。過
去
に
広
聴
・
広
報
等
の

手
段
を
一
般
質
問
を
し
た
。情
勢
に
よ
り

行
政
懇
談
会
も
難
し
く
、総
合
計
画
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
対
応
と
の
こ
と
。

　
無
作
為
抽
出
１
５
０
０
人
の
回
答
を

２
月
中
に
集
計
す
る
計
画
。回
答
率
は
。

　
１
人
で
も
多
く
の
将
来
を
担
う
村
民

の
意
見
は
抽
出
客
体
の
属
性
。ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
は
。広
聴
の
難
し
さ
を
代
用
す
る

考
え
と
合
致
し
て
い
る
か
。村
の
総
合

計
画
は
村
民
自
身
の
も
の
。村
は
あ
く
ま

で
支
援
の
立
場
と
考
え
る
の
が
当
然
。

村
　
長

　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
評
価
検
証

及
び
次
期
総
合
振
興
計
画
策
定
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

広
聴
が
十
分
と
は
考
え
て
い
な
い
。様
々
な

形
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
も
含
め
、

計
画
策
定
だ
け
で
な
く
、日
頃
の
行
政

業
務
に
反
映
す
べ
き
。第
７
次
総
合
振
興

計
画
は
、多
く
の
村
民
の
自
ら
実
践
可
能
な

計
画
が
理
想
。行
政
の
支
援
や
役
割
を

明
確
に
位
置
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

丸
山
総
務
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
抽
出
客
体
の
属
性
は
、

住
民
登
録
の
　
歳
以
上
の
者
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
１
５
０
０
人
。年
代
別
、

集
落
別
に
偏
り
が
な
い
よ
う
選
定
。内

容
は
、平
成
　
年
度
の
地
域
実
態
調
査

の
内
容
を
踏
ま
え
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

急
速
に
変
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
、

人
が
集
ま
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

意
識
調
査
を
追
加
。区
長
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
を
現
在
実
施
の
ほ
か
、村
外
転

出
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
継
続
的
に
実
施
し

て
い
る
。

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

②
住
宅
、事
業
所
の
省
エ
ネ
対
策

③
森
林
資
源
の
管
理
、保
全
に
よ
る
温

　
室
効
果
ガ
ス
削
減

④
未
利
用
資
源
の
活
用
と
リ
デ
ュ
ー
ス
、

　
リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ
る

　
省
資
源
化
の
徹
底

⑤
環
境
学
習
に
取
り
組
み
、村
民
意
識

　
高
揚
と
環
境
保
全
活
動
の
推
進

の
５
項
目
に
対
す
る
具
体
的
な
施
策
は

い
か
が
。

村
　
長

　
昨
年
全
面
改
訂
し
た「
木
島
平
村
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の
初
年
度

は
、公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の

可
能
性
調
査
、村
民
意
識
醸
成
の
講
演

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、小
中
学
校
で
の

学
習
に
取
り
組
ん
だ
。

丸
山
総
務
課
長

　
住
宅
の
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
、環
境
負
荷
低
減
の

農
業
資
材
、ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
補
助

を
進
め
た
。「
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」の
紹
介
チ
ラ
シ
、広
報
で
取
組
み

紹
介
を
し
た
。

質
　問

村
　長

関
教
育
長

質
　問

質
　問
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質
　問

関
教
育
長

関
教
育
長

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
の

　
　
　
　
　
　
　展
開
に
つ
い
て

　村
民
の
真
の
想
い
を

　
　
　
　
　
　総
合
振
興
計
画
に

議
員

土
屋 

喜
久
夫

丸
山
総
務
課
長

村
　長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、集
落
支
援
員

　
　
　
　 の
活
動
実
績
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　　在
り
方
に
つ
い
て

振
興
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　在
り
方
に
つ
い
て

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

丸
山
総
務
課
長

村
　長

24

②
各
事
業
を
取
拾
選
択
し
、継
続
事
業

　
の
規
模
縮
小
や
廃
止
も
含
め
て
、新

　
年
度
予
算
で
検
討
す
る
。

③「
少
子
化
対
策
の
推
進
」「
２
０
５
０

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
向
け
た
村
づ
く

　
り
の
推
進
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し

　
た
村
づ
く
り
の
推
進
」を
３
大
テ
ー
マ

　
に
設
定
し
た
。

丸
山
総
務
課
長

①
普
通
交
付
税
の
留
保
分
と
決
算
に

　
よ
る
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て

　
は
一
定
額
見
込
め
、基
金
か
ら
の
繰
入

　
は
最
小
限
に
で
き
る
。

④
実
施
計
画
に
、有
機
米
給
食
提
供
事
業

　
　
万
円
、学
校
給
食
費
補
助
４
０
０

　
万
円
を
追
加
し
た
。

再
質
問

❶
基
金
か
ら
の
繰
入
は
最
小
限
に
で
き
る

　
と
い
う
こ
と
だ
が
、は
な
は
だ
疑
問
。

　
例
え
ば
令
和
５
年
度
に
基
金
か
ら
２
億

　
７
７
０
０
万
円
余
の
繰
入
が
予
定
さ

　
れ
て
い
る
が
、予
算
編
成
の
中
で
大
幅

　
に
削
減
で
き
る
の
か
。

❷
限
ら
れ
た
財
源
、厳
し
い
財
政
状
況
下

　
に
お
い
て
は
、選
択
と
集
中
が
大
事
。

　
中
野
市
で
も
開
催
し
て
い
る
行
政
改

　
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、事
務
事

　
業
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

❸
子
育
て
環
境
の
充
実
の
予
算
枠
は
。

　
ま
た
、懇
話
会
の
開
催
を
含
め
今
後

　
の
予
定
は
。

丸
山
総
務
課
長

❶
当
初
予
算
の
段
階
で
は
削
減
で
き
な

　
い
が
、結
果(

決
算)

と
し
て
最
小
限
に

　
す
る
こ
と
が
可
能
。

❷
開
催
の
必
要
性
を
確
認
す
る
。

❸
枠
は
設
け
て
い
な
い
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

❸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
す
る
。

再
々
質
問

　
基
金
残
額
は
、年
度
末
と
い
う
こ
と
で

　
全
協
の
と
き
に
確
認
し
た
。

　
懇
話
会
開
催
の
め
ど
は
。

丸
山
総
務
課
長

　
現
時
点
で
の
見
込
み
額
で
、決
算
額

　
は
変
わ
っ
て
く
る
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、人
選
、開

　
催
日
を
決
定
す
る
。

質
　
問

①
教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
と
、

　
併
せ
て
独
自
色
の
あ
る
考
え
や
思
い
は
。

②
近
年
、小
中
学
生
の
学
力
低
下
が
あ
る

　
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
声
を
耳
に
す

　
る
が
、実
態
は
。ま
た
、低
下
し
て
い
る

　
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
そ
の
改
善
策
は
。

③
山
村
留
学
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

　
ま
た
、本
村
で
取
り
組
む
考
え
は
。

関
教
育
長

①
教
育
に
携
わ
る
者
の
使
命
は
、子
供
の

　
生
き
る
力
を
磨
き
深
め
る
こ
と
、そ
し

　
て
自
立
す
る
学
び
手
を
育
ん
で
い
く

　
こ
と
が
本
質
。

　
　
家
庭
教
育
、学
校
教
育
、社
会
教

　
育
区
が
相
互
に
関
わ
り
あ
っ
て
、子
育

　
て
、人
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、生
涯
学
習
と
学
校
教
育
と

　
の
連
携
の
強
化
、保
小
中
一
貫
し
た

　
教
育
、木
育
に
関
す
る
教
育
の
推
進

　
を
図
る
。

　
　
更
に
、広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
子
供
た
ち
の
活
動
の
姿
を
発
信
す
る
。

②
本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力

　
学
習
状
況
調
査
で
は
、小
学
校
６
年
生

　
は
国
語
、算
数
、理
科
に
お
い
て
全
国

　
平
均
を
下
回
る
結
果
に
、中
学
校
３

　
年
生
は
国
語
、数
学
は
全
国
平
均
、理
科

　
は
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　
今
後
、学
校
と
分
析
結
果
を
検
討

　
す
る
。

③
メ
リ
ッ
ト
は
、利
用
す
る
側
は
山
間
地

　
で
の
生
活
で
様
々
な
体
験
が
で
き
、親
元

　
を
離
れ
て
自
立
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
。

　
受
け
入
れ
側
は
友
だ
ち
が
増
え
る
、

　
新
た
な
刺
激
を
も
ら
え
る
な
ど
。

　
　
課
題
は
、受
け
入
れ
る
側
の
確
保
、

　
条
件
整
備
、入
園
金
、双
方
の
共
通

　
認
識
が
必
要
。

　
　
現
在
、山
村
留
学
制
度
の
導
入
は

　
考
え
て
い
な
い
。

　
財
政
調
整
基
金
が
、令
和
３
年
度
決

算
額
で
は
８
億
９
０
４
０
万
円
あ
る
も

の
が
、令
和
９
年
度
末
見
込
額
は
２
億

９
１
９
６
万
円
と
、３
分
の
１
に
大
幅

に
減
少
す
る
。ま
た
、普
通
会
計
に
は
、こ

の
財
政
調
整
基
金
を
含
め
て
　
の
基
金

が
あ
る
が
、今
後
１
年
平
均
１
億
４
０

５
３
万
円
減
少
す
る
。

①
基
金
減
少
に
対
す
る
見
解
と
、基
金
に

　
依
存
す
る
財
政
運
営
で
、将
来
に
わ

　
た
っ
て
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
か
。

②
財
政
の
基
本
は
、「
入
る
を
量
り
て

　
出
ず
る
を
為
す
」と
言
わ
れ
る
。歳
出

　
削
減
の
努
力
が
も
っ
と
必
要
で
は
な

　
い
か
。

③
新
年
度
予
算
編
成
方
針
に
当
た
っ
て

　
の
重
点
施
策
は
何
か
。

④
９
月
議
会
で
、少
子
化
対
策
も
含
め

　
て
子
育
て
環
境
の
充
実
と
い
う
予
算

　
枠
を
設
け
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た

　
が
、枠
を
設
け
た
の
か
。設
け
た
の
で

　
あ
れ
ば
、ど
ん
な
対
策
に
い
く
ら
見
込

　
ん
で
い
る
の
か
。

村
　
長

①
大
変
厳
し
い
状
況
。村
民
の
皆
様
に
も

　
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
　問

村
の
財
政
に
つ
い
て

村
　長

12

20

は
か

な

再
々
質
問

(1)(1) (2)(2)質
　問

新
教
育
長
を
迎
え
て

関
教
育
長

議
員

山
﨑

　栄
喜

　基
金
は
毎
年
１
億
４
０
０
０
万
円
減
。基
金
に
依
存
す
る

財
政
運
営
で
、将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
か
？

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長
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②
各
事
業
を
取
拾
選
択
し
、継
続
事
業

　
の
規
模
縮
小
や
廃
止
も
含
め
て
、新

　
年
度
予
算
で
検
討
す
る
。

③「
少
子
化
対
策
の
推
進
」「
２
０
５
０

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
向
け
た
村
づ
く

　
り
の
推
進
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し

　
た
村
づ
く
り
の
推
進
」を
３
大
テ
ー
マ

　
に
設
定
し
た
。

丸
山
総
務
課
長

①
普
通
交
付
税
の
留
保
分
と
決
算
に

　
よ
る
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て

　
は
一
定
額
見
込
め
、基
金
か
ら
の
繰
入

　
は
最
小
限
に
で
き
る
。

④
実
施
計
画
に
、有
機
米
給
食
提
供
事
業

　
　
万
円
、学
校
給
食
費
補
助
４
０
０

　
万
円
を
追
加
し
た
。

再
質
問

❶
基
金
か
ら
の
繰
入
は
最
小
限
に
で
き
る

　
と
い
う
こ
と
だ
が
、は
な
は
だ
疑
問
。

　
例
え
ば
令
和
５
年
度
に
基
金
か
ら
２
億

　
７
７
０
０
万
円
余
の
繰
入
が
予
定
さ

　
れ
て
い
る
が
、予
算
編
成
の
中
で
大
幅

　
に
削
減
で
き
る
の
か
。

❷
限
ら
れ
た
財
源
、厳
し
い
財
政
状
況
下

　
に
お
い
て
は
、選
択
と
集
中
が
大
事
。

　
中
野
市
で
も
開
催
し
て
い
る
行
政
改

　
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、事
務
事

　
業
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

❸
子
育
て
環
境
の
充
実
の
予
算
枠
は
。

　
ま
た
、懇
話
会
の
開
催
を
含
め
今
後

　
の
予
定
は
。

丸
山
総
務
課
長

❶
当
初
予
算
の
段
階
で
は
削
減
で
き
な

　
い
が
、結
果(

決
算)

と
し
て
最
小
限
に

　
す
る
こ
と
が
可
能
。

❷
開
催
の
必
要
性
を
確
認
す
る
。

❸
枠
は
設
け
て
い
な
い
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

❸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
す
る
。

再
々
質
問

　
基
金
残
額
は
、年
度
末
と
い
う
こ
と
で

　
全
協
の
と
き
に
確
認
し
た
。

　
懇
話
会
開
催
の
め
ど
は
。

丸
山
総
務
課
長

　
現
時
点
で
の
見
込
み
額
で
、決
算
額

　
は
変
わ
っ
て
く
る
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、人
選
、開

　
催
日
を
決
定
す
る
。

質
　
問

①
教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
と
、

　
併
せ
て
独
自
色
の
あ
る
考
え
や
思
い
は
。

②
近
年
、小
中
学
生
の
学
力
低
下
が
あ
る

　
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
声
を
耳
に
す

　
る
が
、実
態
は
。ま
た
、低
下
し
て
い
る

　
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
そ
の
改
善
策
は
。

③
山
村
留
学
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

　
ま
た
、本
村
で
取
り
組
む
考
え
は
。

関
教
育
長

①
教
育
に
携
わ
る
者
の
使
命
は
、子
供
の

　
生
き
る
力
を
磨
き
深
め
る
こ
と
、そ
し

　
て
自
立
す
る
学
び
手
を
育
ん
で
い
く

　
こ
と
が
本
質
。

　
　
家
庭
教
育
、学
校
教
育
、社
会
教

　
育
区
が
相
互
に
関
わ
り
あ
っ
て
、子
育

　
て
、人
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、生
涯
学
習
と
学
校
教
育
と

　
の
連
携
の
強
化
、保
小
中
一
貫
し
た

　
教
育
、木
育
に
関
す
る
教
育
の
推
進

　
を
図
る
。

　
　
更
に
、広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
子
供
た
ち
の
活
動
の
姿
を
発
信
す
る
。

②
本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力

　
学
習
状
況
調
査
で
は
、小
学
校
６
年
生

　
は
国
語
、算
数
、理
科
に
お
い
て
全
国

　
平
均
を
下
回
る
結
果
に
、中
学
校
３

　
年
生
は
国
語
、数
学
は
全
国
平
均
、理
科

　
は
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　
今
後
、学
校
と
分
析
結
果
を
検
討

　
す
る
。

③
メ
リ
ッ
ト
は
、利
用
す
る
側
は
山
間
地

　
で
の
生
活
で
様
々
な
体
験
が
で
き
、親
元

　
を
離
れ
て
自
立
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
。

　
受
け
入
れ
側
は
友
だ
ち
が
増
え
る
、

　
新
た
な
刺
激
を
も
ら
え
る
な
ど
。

　
　
課
題
は
、受
け
入
れ
る
側
の
確
保
、

　
条
件
整
備
、入
園
金
、双
方
の
共
通

　
認
識
が
必
要
。

　
　
現
在
、山
村
留
学
制
度
の
導
入
は

　
考
え
て
い
な
い
。

　
財
政
調
整
基
金
が
、令
和
３
年
度
決

算
額
で
は
８
億
９
０
４
０
万
円
あ
る
も

の
が
、令
和
９
年
度
末
見
込
額
は
２
億

９
１
９
６
万
円
と
、３
分
の
１
に
大
幅

に
減
少
す
る
。ま
た
、普
通
会
計
に
は
、こ

の
財
政
調
整
基
金
を
含
め
て
　
の
基
金

が
あ
る
が
、今
後
１
年
平
均
１
億
４
０

５
３
万
円
減
少
す
る
。

①
基
金
減
少
に
対
す
る
見
解
と
、基
金
に

　
依
存
す
る
財
政
運
営
で
、将
来
に
わ

　
た
っ
て
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
か
。

②
財
政
の
基
本
は
、「
入
る
を
量
り
て

　
出
ず
る
を
為
す
」と
言
わ
れ
る
。歳
出

　
削
減
の
努
力
が
も
っ
と
必
要
で
は
な

　
い
か
。

③
新
年
度
予
算
編
成
方
針
に
当
た
っ
て

　
の
重
点
施
策
は
何
か
。

④
９
月
議
会
で
、少
子
化
対
策
も
含
め

　
て
子
育
て
環
境
の
充
実
と
い
う
予
算

　
枠
を
設
け
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た

　
が
、枠
を
設
け
た
の
か
。設
け
た
の
で

　
あ
れ
ば
、ど
ん
な
対
策
に
い
く
ら
見
込

　
ん
で
い
る
の
か
。

村
　
長

①
大
変
厳
し
い
状
況
。村
民
の
皆
様
に
も

　
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
　問

村
の
財
政
に
つ
い
て

村
　長

12

20

は
か

な

再
々
質
問

(1)(1) (2)(2)質
　問

新
教
育
長
を
迎
え
て

関
教
育
長

議
員

山
﨑

　栄
喜

　基
金
は
毎
年
１
億
４
０
０
０
万
円
減
。基
金
に
依
存
す
る

財
政
運
営
で
、将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
か
？

丸
山
総
務
課
長

再
質
問

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長
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課
題
。人
口
が
増
え
な
け
れ
ば
、村
づ
く

　
り
の
推
進
も
う
ま
く
い
か
な
い
。働
き

　
や
す
い
環
境
の
整
備
、魅
力
向
上
を

　
推
進
す
る
具
体
的
策
は
。

②
買
い
物
支
援
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、

　
誰
に
対
し
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。村
民

　
へ
の
周
知
は
。

湯
本
産
業
課
長

①
民
営
化
に
よ
り
企
業
誘
致
と
い
う

　
観
点
も
あ
る
。魅
力
的
な
企
業
と
し
て

　
今
後
、村
の
雇
用
の
場
と
し
て
考
え
て

　
い
る
。働
き
や
す
い
環
境
と
し
て
、

　
創
業
支
援
事
業
を
村
で
も
行
っ
て

　
い
る
。若
い
人
が
木
島
平
や
近
隣
に

　
勤
め
る
人
も
い
る
。さ
ら
に
、長
野
市

　
辺
り
に
通
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

　
も
課
題
。

嵜
民
生
課
長

②
民
生
児
童
委
員
会
と
社
協
で
連
携

　
し
て
買
い
物
支
援
に
関
わ
る
取
組
み

　
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、社
協
で
運
営

　
し
て
い
る「
い
き
い
き
広
場
」の
中
で

　
も
、買
い
物
支
援
に
関
わ
る
取
組
み

　
を
し
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
・

質
　
問

　
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
は
、コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
支
援
機
構
な
ど
の
助
言
等
を

も
ら
い
前
に
進
む
と
思
っ
た
が
、な
か
な

か
前
に
進
め
な
い
。担
当
部
署
に
お
い
て

大
変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

①
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
花
壇
の
整
備
、

　
木
製
遊
具
の
設
置
に
よ
り
小
さ
い

　
子
供
連
れ
の
方
が
多
く
、活
気
が
あ
る

　
よ
う
に
見
え
る
が
、収
益
性
に
つ
い
て

　
ど
の
程
度
ま
で
上
が
っ
て
い
る
か
。

②「
食
彩
市
場
た
る
川
」と
の
統
合
は
、

　
９
月
議
会
で
は
運
営
方
針
や
方
向
性

　
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現
状
と
の
こ
と
で

　
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
進
展
は
。

③
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
今
後
の
進
め

　
方
に
つ
い
て
、担
当
部
署
に
限
ら
ず
庁

　
舎
内
各
部
署
職
員
か
ら
、在
り
方
や

　
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
意
見
を
集
約

　
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

④
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
は
何
を
コ
ン
セ

　
プ
ト
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

　
い
き
た
い
の
か
。

⑤
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
の

　
利
用
に
つ
い
て
、「
利
用
し
に
く
い
」と

　
い
う
声
も
聞
く
。手
続
き
方
法
は
。

村
　
長

③
建
物
全
体
を
ど
う
す
る
か
、ど
う
い
う

　
機
能
が
必
要
か
、管
理
を
ど
う
す
る

　
か
、議
論
を
進
め
て
い
く
。職
員
の
み

　
な
ら
ず
、検
討
委
員
会
の
よ
う
な
意

　
見
を
伺
う
場
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

④
昨
年
度
の
議
論
に
お
い
て
、マ
ル
シ
ェ

　
ホ
ー
ル
側
の
屋
根
改
修
を
し
た
と
し

　
て
も
、そ
の
他
の
設
備
の
老
朽
化
は

　
進
み
、い
ず
れ
大
き
な
改
修
が
必
要

　
に
な
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、施
設
補

　
助
金
等
の
返
還
が
な
く
な
る
、で
き
る

　
だ
け
少
な
く
な
る
時
期
に
向
け
て
再

　
検
討
し
て
い
く
。

湯
本
産
業
課
長

①
直
接
的
に
数
字
的
な
効
果
と
し
て
は

　
難
し
い
。　
月
時
点
の
集
客
数
は
昨
年

　
比
１
２
３
％
、店
舗
売
上
は
昨
年
比

　
１
３
２
％
。令
和
元
年
比
較
で
、集
客

　
数
で
１
０
５
％
、売
上
で
は
約
１
３

　
２
％
。管
理
面
は
、村
の
直
接
管
理
で

　
あ
り
、職
員
の
経
費
は
運
営
面
に
は

　
表
れ
て
い
な
い
。施
設
の
考
え
方
に
よ
る

　
が
、収
益
面
で
見
れ
ば
、今
後
の
管
理

　
方
法
が
課
題
。

②
将
来
を
見
据
え
た
協
議
を
早
期
に

　
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑤
令
和
３
年
度
決
算
審
査
意
見
書
に
、

　
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
観
光
案
内
面

　
が
定
着
し
た
こ
と
か
ら
、「
フ
ァ
ー
ム
ス

　
木
島
平
の
方
向
性
と
併
せ
て
、観
光

　
交
流
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
を
検
討
さ

　
れ
た
い
」と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、

　
管
理
方
法
を
含
め
て
施
設
の
見
直
し

　
を
進
め
て
い
く
予
定
。

質
　
問

　
長
期
的
な
課
題
は
少
子
化
対
応
に

併
せ
、移
住
定
住
、婚
活
支
援
な
ど
力
を

入
れ
る
べ
き
と
言
わ
れ
る
が
、観
光
施
設

に
か
か
っ
て
い
た
設
備
投
資
分
の
令
和

５
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
事
業
展
開

は
。す
で
に
実
施
し
て
い
る
免
許
返
納
者

へ
の
支
援
や
、買
い
物
弱
者
に
対
す
る

支
援
も
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
考
え
る

が
、ど
う
か
。

村
　
長

　
財
政
計
画
や
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

全
体
の
中
で
調
整
し
て
い
る
。

丸
山
総
務
課
長

　
ス
キ
ー
場
及
び
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド

木
島
平
の
修
繕
費
用
が
不
要
と
な
る
。

一
方
で
、不
安
定
な
世
界
情
勢
に
よ
る

光
熱
費
の
高
騰
や
物
価
値
上
が
り
に

よ
り
、観
光
施
設
で
不
要
と
な
っ
た
分
を

そ
の
ま
ま
他
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
現
状
。免
許
返
納
者
へ
の

支
援
の
継
続
や
、買
い
物
弱
者
へ
の
支
援

は
、す
で
に
進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
で
も

あ
り
、次
年
度
予
算
に
向
け
て
検
証
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

①
若
者
の
移
住
定
住
、婚
活
支
援
も
重
要

質
　
問

村
　
長

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

村
　
長

10

再
質
問

湯
本
産
業
課
長

山
嵜
民
生
課
長

丸
山
総
務
課
長

質
　
問

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
・

　 

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

湯
本
産
業
課
長

　
予
算
編
成
に
あ
た
り
事
業
展
開
・
課
題
は

議
員

　
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
、観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
在
り
方
は

勝
山 

　
正
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を
発
揮
し
て
、田
プ
ラ
の
よ
う
な
道
の

　
駅
を
作
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

村
　
長

①
新
し
い
施
設
を
作
る
こ
と
も
含
む
。

②（
指
導
力
の
発
揮
に
つ
い
て
答
弁

　
な
し
。）

再
質
問

　
民
間
企
業
任
せ
で
は
な
く
、村
長
が

主
体
性
を
持
ち
、指
導
力
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
、良
い
成
果
を
生
ま
な
い
。

村
　
長

　
民
間
企
業
に
お
願
い
し
た
い
。

質
　
問

　
先
月
、や
ま
び
こ
の
丘
公
園
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
が
行
わ
れ
た
。

①
非
公
開
で
行
わ
れ
た
が
、非
公
開
に

　
し
た
理
由
は
何
か
。

②
ス
キ
ー
場
と
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
譲
渡

　
金
額
は
０
円
に
近
い
。原
因
は
何
か
。

③
観
光(

株)

の
代
表
取
締
役
社
長
で

　
あ
る
村
長
は
、何
ら
責
任
を
感
じ
な

　
い
か
。

④
　
町
歩
と
い
う
広
大
な
土
地
を
無
償

　
譲
渡
す
る
の
に
、相
手
先
の
信
用

　
調
査
も
し
て
い
な
い
。村
長
が
信
頼

　
す
る
根
拠
は
な
に
か
。

村
　
長

②
③
木
島
平
観
光
㈱
経
営
状
況
が
悪
化

　
し
た
こ
と
や
、老
朽
化
し
た
施
設
へ
の

　
将
来
的
な
維
持
管
理
費
の
増
嵩
な
ど

　
に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
評
価
に
な
っ
た
。

　
村
と
会
社
の
代
表
の
私
の
力
不
足
を

　
反
省
し
て
い
る
。

④
事
業
継
続
を
前
提
と
し
て
協
議
を

　
続
け
て
い
る
。

　
　
国
内
の
大
き
な
資
本
を
持
つ
企
業

　
で
あ
り
、期
待
が
持
て
る
。

湯
本
産
業
課
長

①
企
業
の
非
公
開
情
報
も
含
ま
れ
る

　
こ
と
か
ら
、非
公
開
と
し
た
。

再
質
問

①
村
財
産
で
あ
る
か
ら
公
開
で
や
る

　
べ
き
だ
。村
民
は
知
る
権
利
が
あ
る
。

②
相
手
先
の
決
算
情
報
は
開
示
し
て

　
も
ら
え
る
か
。ま
た
、遅
れ
ば
せ
な
が

　
ら
、信
用
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

　
手
続
き
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

③
日
本
最
大
手
の
信
用
調
査
会
社
に

　
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、調
査
書
は

　
議
会
に
開
示
し
て
も
ら
え
る
か
。

④
　
万
平
米
と
い
う
村
有
財
産
を
失
う
。

　
今
、村
長
は
、自
分
に
責
任
が
あ
る
と

　
言
っ
た
。村
民
に
陳
謝
し
て
け
じ
め

　
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、い
か

　
が
か
。

　
９
月
に
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平

（
以
下
、フ
ァ
ー
ム
ス
）運
営
改
善
案
が

示
さ
れ
た
。道
の
駅
と
し
て
再
生
す
る

た
め
、既
存
施
設
の
解
体
及
び
新
設
を

視
野
に
入
れ
、事
業
化
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
、提
案
を
広
く
民
間
か
ら
聴
取

す
る
と
あ
っ
た
。

①
フ
ァ
ー
ム
ス
を
廃
止
し
て
、新
し
い

　
施
設
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

②
先
日
、群
馬
の「
道
の
駅 

田
園
プ
ラ
ザ

　
川
場（
以
下
、田
プ
ラ
）」の
見
学
を

　
し
た
。

　
　
川
場
村
長
と
田
プ
ラ
の
社
長
が

　
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
徹
底
し
て
村

　
職
員
・
田
プ
ラ
社
員
の
意
識
改
革
を

　
行
っ
た
結
果
、年
間
１
９
０
万
人
が

　
訪
れ
、　
億
円
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　
　
木
島
平
村
に
比
べ
て
人
口
・
面
積

　
と
も
に
８
割
程
度
。良
い
立
地
で
は

　
な
い
。小
さ
な
村
が
新
し
い
市
場
を

　
作
り
出
し
、道
の
駅
の
中
で
顧
客
満
足

　
度
１
位
を
続
け
て
い
る
。川
場
村
民

　
が
知
恵
を
出
し
合
い
、額
に
汗
し
て
、

　
こ
の
状
況
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

　
　
日
䑓
村
長
は
、自
ら
強
い
指
導
力

村
　
長

④
村
の
所
有
よ
り
価
値
の
あ
る
形
で

　
活
用
で
き
、将
来
的
に
プ
ラ
ス
だ
。

　（
陳
謝
に
つ
い
て
答
弁
な
し
。）

湯
本
産
業
課
長

①
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
募
集

　
要
項
を
定
め
た
。

②
決
算
状
況
の
開
示
は
先
方
に
確
認
を

　
し
て
い
る
。

③
調
査
書
の
開
示
は
再
度
確
認
す
る
。

再
々
質
問

　
信
用
調
査
会
社
の
調
査
書
は
、村
で

買
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、議
会
に
開
示
し

て
も
ら
っ
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
い

は
ず
だ
。

湯
本
産
業
課
長

　
開
示
で
き
る
資
料
か
ど
う
か
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
　
問

　
８
年
間
の
日
䑓
村
長
の
任
期
中
、言
い

訳
ば
か
り
し
て
産
業
振
興
の
実
績
は

上
が
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
、具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

村
　
長

　
様
々
な
振
興
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　
本
当
に
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

村
　
長

　（
具
体
的
な
産
業
振
興
策
つ
い
て

答
弁
な
し
。）

20

60

71

質
　
問

村
　
長

村
　
長

村
　
長

観
光
施
設
の
譲
渡
に
つ
い
て

質
　
問

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

　
　
　
　
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　
主
体
性
の
な
い
村
に
発
展
は
な
い
。

　
責
任
感
の
無
い
人
間
に
成
長
は
な
い
。

議
員

丸
山
　
邦
久

再
質
問

湯
本
産
業
課
長

再
質
問

村
　
長

村
　
長

村
　
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

再
々
質
問

質
　
問

木
島
平
村
の

　
　
　   

産
業
振
興
策
に
つ
い
て

再
質
問
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を
発
揮
し
て
、田
プ
ラ
の
よ
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な
道
の
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を
作
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

村
　
長

①
新
し
い
施
設
を
作
る
こ
と
も
含
む
。

②（
指
導
力
の
発
揮
に
つ
い
て
答
弁

　
な
し
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再
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間
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業
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で
は
な
く
、村
長
が
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を
持
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、指
導
力
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
、良
い
成
果
を
生
ま
な
い
。

村
　
長

　
民
間
企
業
に
お
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し
た
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。
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先
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こ
の
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公
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の
プ
ロ
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ル
が
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た
。

①
非
公
開
で
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た
が
、非
公
開
に

　
し
た
理
由
は
何
か
。

②
ス
キ
ー
場
と
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
譲
渡

　
金
額
は
０
円
に
近
い
。原
因
は
何
か
。

③
観
光(

株)

の
代
表
取
締
役
社
長
で

　
あ
る
村
長
は
、何
ら
責
任
を
感
じ
な

　
い
か
。

④
　
町
歩
と
い
う
広
大
な
土
地
を
無
償

　
譲
渡
す
る
の
に
、相
手
先
の
信
用

　
調
査
も
し
て
い
な
い
。村
長
が
信
頼

　
す
る
根
拠
は
な
に
か
。

村
　
長

②
③
木
島
平
観
光
㈱
経
営
状
況
が
悪
化

　
し
た
こ
と
や
、老
朽
化
し
た
施
設
へ
の

　
将
来
的
な
維
持
管
理
費
の
増
嵩
な
ど

　
に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
評
価
に
な
っ
た
。

　
村
と
会
社
の
代
表
の
私
の
力
不
足
を

　
反
省
し
て
い
る
。

④
事
業
継
続
を
前
提
と
し
て
協
議
を

　
続
け
て
い
る
。

　
　
国
内
の
大
き
な
資
本
を
持
つ
企
業

　
で
あ
り
、期
待
が
持
て
る
。

湯
本
産
業
課
長

①
企
業
の
非
公
開
情
報
も
含
ま
れ
る

　
こ
と
か
ら
、非
公
開
と
し
た
。

再
質
問

①
村
財
産
で
あ
る
か
ら
公
開
で
や
る

　
べ
き
だ
。村
民
は
知
る
権
利
が
あ
る
。

②
相
手
先
の
決
算
情
報
は
開
示
し
て

　
も
ら
え
る
か
。ま
た
、遅
れ
ば
せ
な
が

　
ら
、信
用
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

　
手
続
き
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

③
日
本
最
大
手
の
信
用
調
査
会
社
に

　
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、調
査
書
は

　
議
会
に
開
示
し
て
も
ら
え
る
か
。

④
　
万
平
米
と
い
う
村
有
財
産
を
失
う
。

　
今
、村
長
は
、自
分
に
責
任
が
あ
る
と

　
言
っ
た
。村
民
に
陳
謝
し
て
け
じ
め

　
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、い
か

　
が
か
。

　
９
月
に
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平

（
以
下
、フ
ァ
ー
ム
ス
）運
営
改
善
案
が

示
さ
れ
た
。道
の
駅
と
し
て
再
生
す
る

た
め
、既
存
施
設
の
解
体
及
び
新
設
を

視
野
に
入
れ
、事
業
化
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
、提
案
を
広
く
民
間
か
ら
聴
取

す
る
と
あ
っ
た
。

①
フ
ァ
ー
ム
ス
を
廃
止
し
て
、新
し
い

　
施
設
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

②
先
日
、群
馬
の「
道
の
駅 

田
園
プ
ラ
ザ

　
川
場（
以
下
、田
プ
ラ
）」の
見
学
を

　
し
た
。

　
　
川
場
村
長
と
田
プ
ラ
の
社
長
が

　
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
徹
底
し
て
村

　
職
員
・
田
プ
ラ
社
員
の
意
識
改
革
を

　
行
っ
た
結
果
、年
間
１
９
０
万
人
が

　
訪
れ
、　
億
円
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　
　
木
島
平
村
に
比
べ
て
人
口
・
面
積

　
と
も
に
８
割
程
度
。良
い
立
地
で
は

　
な
い
。小
さ
な
村
が
新
し
い
市
場
を

　
作
り
出
し
、道
の
駅
の
中
で
顧
客
満
足

　
度
１
位
を
続
け
て
い
る
。川
場
村
民

　
が
知
恵
を
出
し
合
い
、額
に
汗
し
て
、

　
こ
の
状
況
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

　
　
日
䑓
村
長
は
、自
ら
強
い
指
導
力

村
　
長

④
村
の
所
有
よ
り
価
値
の
あ
る
形
で

　
活
用
で
き
、将
来
的
に
プ
ラ
ス
だ
。

　（
陳
謝
に
つ
い
て
答
弁
な
し
。）

湯
本
産
業
課
長

①
他
の
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
募
集

　
要
項
を
定
め
た
。

②
決
算
状
況
の
開
示
は
先
方
に
確
認
を

　
し
て
い
る
。

③
調
査
書
の
開
示
は
再
度
確
認
す
る
。

再
々
質
問

　
信
用
調
査
会
社
の
調
査
書
は
、村
で

買
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、議
会
に
開
示
し

て
も
ら
っ
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
い

は
ず
だ
。

湯
本
産
業
課
長

　
開
示
で
き
る
資
料
か
ど
う
か
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
　
問

　
８
年
間
の
日
䑓
村
長
の
任
期
中
、言
い

訳
ば
か
り
し
て
産
業
振
興
の
実
績
は

上
が
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
、具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
。

村
　
長

　
様
々
な
振
興
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　
本
当
に
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

村
　
長

　（
具
体
的
な
産
業
振
興
策
つ
い
て

答
弁
な
し
。）
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60

71

質
　
問

村
　
長

村
　
長

村
　
長

観
光
施
設
の
譲
渡
に
つ
い
て

質
　
問

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

　
　
　
　
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　
主
体
性
の
な
い
村
に
発
展
は
な
い
。

　
責
任
感
の
無
い
人
間
に
成
長
は
な
い
。

議
員

丸
山
　
邦
久

再
質
問

湯
本
産
業
課
長

再
質
問

村
　
長

村
　
長

村
　
長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

再
々
質
問

質
　
問

木
島
平
村
の

　
　
　   

産
業
振
興
策
に
つ
い
て

再
質
問
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掘
削
２
億
５
０
０
０
万
円
が
挙
げ
ら

　
れ
て
い
る
が
、村
が
行
う
計
画
か
。

⑦
運
営
事
業
者
と
ど
う
連
携
を
と
り
、

　
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

⑧「
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
」「
池
の
平
ゲ
レ

　
ン
デ
」施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
で
、

　
２
０
２
６
年
度
ま
で
に
譲
渡
ま
た
は

　
除
却
と
あ
る
が
、今
後
の
取
組
み
は
。

湯
本
産
業
課
長

①
土
地
を
含
め
た
施
設
と
観
光(

株)

の

　
株
式
譲
渡
に
つ
い
て
基
本
合
意
を

　
締
結
し
、最
終
的
に
３
月
中
の
譲
渡

　
契
約
を
想
定
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

②
一
旦
、村
が
債
務
免
除
も
し
く
は

　
債
権
放
棄
し
、譲
受
者
が
決
ま
っ
た

　
段
階
で
、貸
付
金
を
回
収
し
て
い
く
。

③
譲
渡
を
受
け
る
施
設
と
受
け
な
い

　
施
設
、資
産
の
区
分
の
明
確
化
、観
光

　(

株)

の
対
象
外
事
業
を
分
割
し
て
い

　
く
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

④
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
公
認
会
計
士

　（
知
識
経
験
者
）、全
国
で
観
光
や
地
域

　
づ
く
り
を
手
が
け
る
法
人（
識
見
者
）、

　
民
間
会
社（
経
営
者
）、行
政
２
人
。

　
　
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
は
同
じ
事
業

　
者
を
優
先
交
渉
者
と
し
て
手
続
き
を

　
進
め
る
。馬
曲
温
泉
は
該
当
者
な
し
。

　
改
め
て
募
集
の
手
続
き
を
進
め
る
。

⑤
一
旦
、貸
付
け
を
行
っ
た
後
、譲
渡
を

　
し
て
い
く
。

⑥
事
業
者
が
見
つ
か
っ
た
段
階
で
見
直
し

　
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

⑦
観
光
振
興
局
、各
種
団
体
が
情
報

　
共
有
し
連
携
し
な
が
ら
、村
の
情
報

　
と
し
て
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

⑧
ス
キ
ー
場
の
民
営
化
に
伴
い
、事
業

　
拡
大
も
期
待
を
し
て
い
る
が
、４
年
後

　
に
解
体
の
経
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

再
質
問

①
馬
曲
温
泉
が
年
内
に
民
営
化
で
き
な
い

　
場
合
、４
月
以
降
ど
う
す
る
考
え
か
。

②
観
光(

株)

を
会
社
分
割
し
運
営
事
業
者

　
が
決
ま
ら
な
い
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

③
馬
曲
温
泉
つ
い
て
、村
長
は
観
光
資
源

　
で
あ
り
事
業
継
続
を
示
さ
れ
た
が
、

　
ど
う
い
っ
た
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

湯
本
産
業
課
長

①
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
課
題
に
持
ち
な
が

　
ら
、会
社
分
割
の
方
向
を
定
め
た
い
。

②
今
改
め
て
ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
、

　
協
議
を
し
て
い
る
。

③
現
時
点
、非
常
に
不
透
明
な
部
分
が

　
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
進
め

　
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

質
　
問

　
私
の
先
の
一
般
質
問
で
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
、「
長
年
に
わ
た
る
課
題
を

根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、多
く
の
意
見

を
聴
取
し
な
が
ら
、抜
本
的
な
見
直
し

も
視
野
に
入
れ
た
方
針
を
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
実
施
計
画
で
ど
の
よ
う
な
構
想
、

　
未
来
図
を
描
い
て
い
る
の
か
。

②「
抜
本
的
な
見
直
し
」と
は
ど
う
い
う

　
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
屋
根
の
改
修
工
事
１
億
５
０
０
０
万

　
円
と
あ
る
が
、ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

④
補
助
金
返
還
の
必
要
が
な
く
な
れ
ば
、

　
用
途
変
更
な
ど
の
施
設
の
在
り
方
や

　
選
択
肢
が
増
え
る
。社
会
情
勢
も

　
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、期
限
が
来
る

　
ま
で
結
論
を
急
ぐ
必
要
が
な
い
と

　
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

⑤
今
後
の
運
営
形
態
の
考
え
を
伺
う
。

村
　
長

④
観
光
施
設
の
民
営
化
は
、企
業
誘
致
と

　
い
っ
た
側
面
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

　
て
い
る
。ス
キ
ー
場
、ホ
テ
ル
、公
園
な

　
ど
、新
た
な
資
源
と
し
て
活
用
す
る

　
こ
と
に
よ
り
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、道

　
の
駅
の
効
果
も
生
ま
れ
て
、ス
ケ
ー
ル

　
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
て

　
い
る
。村
の
活
性
化
を
果
た
せ
る
施
設

　
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

①
農
の
拠
点
施
設
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

　
変
更
し
た
方
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

②
現
段
階
、施
設
の
具
体
的
な
改
善

　
計
画
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

③
既
存
施
設
の
解
体
、新
設
も
視
野
に

　
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

⑤
民
間
事
業
者
に
運
営
を
お
願
い
し
た

　
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

質
　
問

　
村
は
、　
月
６
日
、ス
キ
ー
場
パ
ノ
ラ
マ

ラ
ン
ド
と
木
島
平
観
光(
株)
の
発
行
済

株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て
、民
間
企
業
と

基
本
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
、令
和
５
年

３
月
の
本
契
約
締
結
に
向
け
進
め
ら
れ

て
い
る
。ま
た
、や
ま
び
こ
の
丘
公
園
に

つ
い
て
、公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る

優
先
交
渉
権
者
が
発
表
さ
れ
た
。

①
本
契
約
に
向
け
た
協
議
状
況
を
伺
う
。

②
観
光(

株)

の
借
入
金
残
高
１
億
２
２

　
０
０
万
円
は
、施
設
譲
受
者
の
負
担

　
と
し
、譲
受
者
が
な
い
場
合
は
、村
負

　
担
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、ど
の
よ
う

　
な
方
法
で
処
理
さ
れ
る
の
か
、ど
う
な

　
る
の
か
。

③
観
光(

株)

は
、指
定
管
理
で
運
営
を
し

　
て
き
た
馬
曲
温
泉
公
園
、や
ま
び
こ
の

　
丘
公
園
か
ら
実
質
撤
退
と
な
る
が
、

　
こ
の
２
事
業
を
切
り
離
し
て
会
社
分
割

　
を
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
次
に
、「
馬
曲
温
泉
公
園
」「
や
ま
び
こ

の
丘
公
園
」の
譲
渡
関
係
に
つ
い
て
。

④
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
営
事
業
者

　
選
定
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
選
定
結
果
は
。

⑤
施
設
譲
渡
の
温
泉
権
の
取
扱
い
は
。

⑥
実
施
計
画
で
は
、令
和
７
年
度
に
温
泉

質
　問

観
光
施
設
の
民
営
化
に
つ
い
て

村
　長

10

再
質
問

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

　持
続
可
能
な
村
の
将
来
を
考
え
る議

員

勝
山

　卓

質
　問

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

　
　   

運
営
改
善
方
針
に
つ
い
て

湯
本
産
業
企
画
室
長

28

し
て
、人
材
企
業
、大
学
等
と
検
討
し
て

い
く
過
程
が
大
事
と
考
え
る
。

再
質
問

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、ス
マ
ー
ト
農
業

や
ド
ロ
ー
ン
活
用
等
、デ
ジ
タ
ル
の
中
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
時
代
。

　
農
林
高
校
は
、農
業
経
営
の
改
善
を

図
る
た
め
、「
養
蚕
教
科
」を
取
り
入
れ
、

学
校
の
教
育
活
動
だ
け
で
な
く
、地
域

活
動
ま
で
広
げ
農
林
高
校
の
存
続
の

意
義
を
広
め
、地
域
外
か
ら
も
学
び
の

人
を
受
け
入
れ
、養
蚕
の
活
動
に
寄
与

し
た
歴
史
が
あ
る
。

　
ま
た
、地
域
と
の
連
携
活
動
で
成
人

大
学
講
座
が
開
講
さ
れ
、高
等
学
校
が

持
っ
て
い
る
専
門
的
教
育
機
能
や
施
設

を
活
用
し
、一
般
の
成
人
を
対
象
に
し
た

講
座
も
開
か
れ
て
い
る
。そ
の
後
も
学
校

開
放
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
が
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

場
と
し
て
考
え
る
だ
け
で
な
く
、行
政
、

村
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
、農
林
高
校
の
施
設
の

活
用
方
法
を
県
に
申
請
し
て
い
く
熱
意
、

姿
勢
が
高
校
の
存
続
と
村
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
く
と
確
信
す
る
。

村
　
長

　
県
知
事
と
の
懇
談
会
の
際
に
、直
接

要
望
し
て
い
る
。県
内
で
も
、高
校
の
統

廃
合
が
進
み
、空
い
て
く
る
高
校
の
施
設

を
有
効
活
用
す
る
手
段
と
し
て
申
し
上

げ
て
い
る
。毎
年
県
教
委
に
、リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
農
林
高
校
の
施
設
、

人
材
も
含
め
、使
っ
て
ほ
し
い
要
望
を

し
て
い
る
。リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
な
る

と
、そ
こ
に
つ
く
人
材
、施
設
に
つ
い
て

は
、人
件
費
か
ら
含
め
て
、県
で
運
用
す

る
こ
と
に
な
り
、す
ぐ
に
は
動
か
な
い
と

い
う
の
が
実
情
。

　
将
来
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
等
に
進
め
る

よ
う
ド
ロ
ー
ン
等
の
整
備
も
県
に
要
望

し
、整
理
が
進
ん
で
い
る
。施
設
の
整
備

を
進
め
る
中
で
、活
用
す
る
手
段
と
し

て
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
県
、県
教
育

委
員
会
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

　
調
布
市
と
は
、都
市
と
農
村
交
流
の

先
駆
け
と
し
て
、住
民
同
士
の
活
発
な

交
流
な
ど
姉
妹
都
市
交
流
の
優
等
生
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、時
代
は「
故
郷
回
帰
」「
農
あ
る
暮
ら

し
」ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た「
調
布
市
民

の
健
康
村
」へ
と
更
な
る
取
組
み
が
村
づ

く
り
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
う
が
、現
状

と
今
後
の
抱
負
は
。

　
下
高
井
農
林
高
校（
以
下
、農
林
高
校
）

の
存
続
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、村
、学
校
と
し
て
魅
力
ア
ッ
プ

を
発
信
し
て
い
る
。し
か
し
、全
国
で
少
子

化
に
よ
り
学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、

農
林
高
校
で
も
入
学
者
が
減
少
し
て

い
る
。企
業
と
協
力
し
て
空
い
た
教
育

施
設
、設
備
、人
材
を
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
活
用
で
き
な
い
か
。そ
の
結
果
、農
業

と
村
と
学
校
と
相
乗
効
果
が
も
た
ら

さ
れ
、農
林
高
校
の
存
続
、ま
た
移
住

定
住
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

　
農
林
高
校
は
１
１
４
年
の
歴
史
、

大
き
な
施
設
設
備
が
あ
り
、生
か
し
て

い
く
ア
イ
デ
ィ
ア
、対
応
が
村
づ
く
り
に

繋
が
る
と
思
う
。

関
教
育
長

　「
社
会
人
の
学
び
直
し
」の
制
度
と
し
て
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
各
大
学
の
門
戸
を

開
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
農
林
高
校
は
県
立
の
学
校
で
、県

教
育
委
員
会
が
社
会
人
の
学
び
直
し
と

し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
描
い
て
い
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。し
か
し
、地
域
の
産

業
、地
域
人
材
育
成
の
必
要
性
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
て
県
教
育
委
員
会
と

　
ま
た
、調
布
市
と
の
交
流
事
業
を
、明
確

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。　
年
間
の
交
流

の
中
で
、マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、大
切
な
交
流

事
業
の
目
的
・
事
業
が
認
識
さ
れ
、更
な
る

ア
イ
デ
ィ
ア
が
結
び
つ
き
、相
互
に
良
好
な

関
係
を
創
り
上
げ
て
い
く
べ
き
。

丸
山
総
務
課
長

　
現
在
の
交
流
事
業
は
、年
３
回
の
バ
ス

ツ
ア
ー
、調
布
市
内
の
中
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
、ま
た
新
た
な
事
業
と
し
て
、中
学

生
の
平
和
学
習
の
相
互
交
流
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、都
市
農
山
村
の
共
生

を
図
り
、交
流
の
拡
大
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た「
調
布
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
」で

は
、春
の
田
植
え
、秋
の
稲
刈
り
、晩
秋
の

リ
ン
ゴ
狩
り
と
年
間
３
回
の
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、ク
ラ
ブ
員
の
市
民
が
村
へ
訪
れ

て
い
る
。そ
の
他
、市
内
在
住
・
在
勤
の
方

が
村
で
宿
泊
す
る
際
の
宿
泊
助
成
制

度
、調
布
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
員
向
け

の
宿
泊
助
成
制
度
も
整
備
。

　
今
後
は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
復
活
と

継
続
、村
の
自
然
や
産
業
施
設
を
活
用

し
た
交
流
事
業
を
更
に
深
め
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
っ
て
い
る
目
的

を
達
成
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。交
流
で
調
布
市
を
訪
れ
る
村
民
の

方
も
市
民
と
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。そ
の
う
え
で

必
要
な
イ
メ
ー
ジ
、目
標
、目
的
等
を

表
し
、交
流
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
重
要
。今
後
検
討
し
て
い
く
。

丸
山
総
務
課
長

質
　問

村
　長

調
布
市
民
と
の
更
な
る
交
流
を

　教
育
の
村

議
員

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
目
指
そ
う

山
本

　隆
樹 

再
質
問

関
教
育
長

質
　問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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し
て
、人
材
企
業
、大
学
等
と
検
討
し
て

い
く
過
程
が
大
事
と
考
え
る
。

再
質
問

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、ス
マ
ー
ト
農
業

や
ド
ロ
ー
ン
活
用
等
、デ
ジ
タ
ル
の
中
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
時
代
。

　
農
林
高
校
は
、農
業
経
営
の
改
善
を

図
る
た
め
、「
養
蚕
教
科
」を
取
り
入
れ
、

学
校
の
教
育
活
動
だ
け
で
な
く
、地
域

活
動
ま
で
広
げ
農
林
高
校
の
存
続
の

意
義
を
広
め
、地
域
外
か
ら
も
学
び
の

人
を
受
け
入
れ
、養
蚕
の
活
動
に
寄
与

し
た
歴
史
が
あ
る
。

　
ま
た
、地
域
と
の
連
携
活
動
で
成
人

大
学
講
座
が
開
講
さ
れ
、高
等
学
校
が

持
っ
て
い
る
専
門
的
教
育
機
能
や
施
設

を
活
用
し
、一
般
の
成
人
を
対
象
に
し
た

講
座
も
開
か
れ
て
い
る
。そ
の
後
も
学
校

開
放
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
が
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

場
と
し
て
考
え
る
だ
け
で
な
く
、行
政
、

村
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
、農
林
高
校
の
施
設
の

活
用
方
法
を
県
に
申
請
し
て
い
く
熱
意
、

姿
勢
が
高
校
の
存
続
と
村
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
く
と
確
信
す
る
。

村
　
長

　
県
知
事
と
の
懇
談
会
の
際
に
、直
接

要
望
し
て
い
る
。県
内
で
も
、高
校
の
統

廃
合
が
進
み
、空
い
て
く
る
高
校
の
施
設

を
有
効
活
用
す
る
手
段
と
し
て
申
し
上

げ
て
い
る
。毎
年
県
教
委
に
、リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
農
林
高
校
の
施
設
、

人
材
も
含
め
、使
っ
て
ほ
し
い
要
望
を

し
て
い
る
。リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
な
る

と
、そ
こ
に
つ
く
人
材
、施
設
に
つ
い
て

は
、人
件
費
か
ら
含
め
て
、県
で
運
用
す

る
こ
と
に
な
り
、す
ぐ
に
は
動
か
な
い
と

い
う
の
が
実
情
。

　
将
来
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
等
に
進
め
る

よ
う
ド
ロ
ー
ン
等
の
整
備
も
県
に
要
望

し
、整
理
が
進
ん
で
い
る
。施
設
の
整
備

を
進
め
る
中
で
、活
用
す
る
手
段
と
し

て
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
県
、県
教
育

委
員
会
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

　
調
布
市
と
は
、都
市
と
農
村
交
流
の

先
駆
け
と
し
て
、住
民
同
士
の
活
発
な

交
流
な
ど
姉
妹
都
市
交
流
の
優
等
生
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、時
代
は「
故
郷
回
帰
」「
農
あ
る
暮
ら

し
」ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た「
調
布
市
民

の
健
康
村
」へ
と
更
な
る
取
組
み
が
村
づ

く
り
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
う
が
、現
状

と
今
後
の
抱
負
は
。

　
下
高
井
農
林
高
校（
以
下
、農
林
高
校
）

の
存
続
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、村
、学
校
と
し
て
魅
力
ア
ッ
プ

を
発
信
し
て
い
る
。し
か
し
、全
国
で
少
子

化
に
よ
り
学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、

農
林
高
校
で
も
入
学
者
が
減
少
し
て

い
る
。企
業
と
協
力
し
て
空
い
た
教
育

施
設
、設
備
、人
材
を
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
活
用
で
き
な
い
か
。そ
の
結
果
、農
業

と
村
と
学
校
と
相
乗
効
果
が
も
た
ら

さ
れ
、農
林
高
校
の
存
続
、ま
た
移
住

定
住
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

　
農
林
高
校
は
１
１
４
年
の
歴
史
、

大
き
な
施
設
設
備
が
あ
り
、生
か
し
て

い
く
ア
イ
デ
ィ
ア
、対
応
が
村
づ
く
り
に

繋
が
る
と
思
う
。

関
教
育
長

　「
社
会
人
の
学
び
直
し
」の
制
度
と
し
て
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
各
大
学
の
門
戸
を

開
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
農
林
高
校
は
県
立
の
学
校
で
、県

教
育
委
員
会
が
社
会
人
の
学
び
直
し
と

し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
描
い
て
い
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。し
か
し
、地
域
の
産

業
、地
域
人
材
育
成
の
必
要
性
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
て
県
教
育
委
員
会
と

　
ま
た
、調
布
市
と
の
交
流
事
業
を
、明
確

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。　
年
間
の
交
流

の
中
で
、マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、大
切
な
交
流

事
業
の
目
的
・
事
業
が
認
識
さ
れ
、更
な
る

ア
イ
デ
ィ
ア
が
結
び
つ
き
、相
互
に
良
好
な

関
係
を
創
り
上
げ
て
い
く
べ
き
。

丸
山
総
務
課
長

　
現
在
の
交
流
事
業
は
、年
３
回
の
バ
ス

ツ
ア
ー
、調
布
市
内
の
中
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
、ま
た
新
た
な
事
業
と
し
て
、中
学

生
の
平
和
学
習
の
相
互
交
流
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、都
市
農
山
村
の
共
生

を
図
り
、交
流
の
拡
大
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た「
調
布
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
」で

は
、春
の
田
植
え
、秋
の
稲
刈
り
、晩
秋
の

リ
ン
ゴ
狩
り
と
年
間
３
回
の
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、ク
ラ
ブ
員
の
市
民
が
村
へ
訪
れ

て
い
る
。そ
の
他
、市
内
在
住
・
在
勤
の
方

が
村
で
宿
泊
す
る
際
の
宿
泊
助
成
制

度
、調
布
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
員
向
け

の
宿
泊
助
成
制
度
も
整
備
。

　
今
後
は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
復
活
と

継
続
、村
の
自
然
や
産
業
施
設
を
活
用

し
た
交
流
事
業
を
更
に
深
め
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
っ
て
い
る
目
的

を
達
成
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。交
流
で
調
布
市
を
訪
れ
る
村
民
の

方
も
市
民
と
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。そ
の
う
え
で

必
要
な
イ
メ
ー
ジ
、目
標
、目
的
等
を

表
し
、交
流
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
重
要
。今
後
検
討
し
て
い
く
。

丸
山
総
務
課
長

質
　問

村
　長

調
布
市
民
と
の
更
な
る
交
流
を

　教
育
の
村

議
員

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
目
指
そ
う

山
本

　隆
樹 

再
質
問

関
教
育
長

質
　問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

37
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問86 　現在、西小路区の創作館に安置されている観音像は、４００
年程前に木島平を治めた市川筑前守が観音堂を建て安置して
いたものと伝わっています。さて、この観音像は次のどれでしょう。

問87 　村内の庚申塔では、庚区の百庚申が一カ所に置かれている数の多さでは無
類で、村の文化財に指定されています。それでは、現在村内で最も古い庚申塔と
して確認されているものは、どこの地区にあるでしょう。

（① 千手観音 ② 馬頭観音 ③ 十一面観音 ④ 如意輪観音）

解答は、33ページにあります

一進一退の勝負が続きます一進一退の勝負が続きます

集中力が養われます集中力が養われます

みんなで楽しみましたみんなで楽しみました

文化王国閉校式文化王国閉校式

　
最
近
は
電
子
ゲ
ー
ム
に
押
さ
れ
て
将
棋

な
ど
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
が
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
ん
な
中
、今
年
は 

　
人
と
例
年
に
な
い
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。低
学
年
の
時
か
ら
毎
年
続
け
て
参
加

し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。

【 

将
棋 

】

　
１
回
目
は
本
将
棋
、２
回
目
は
、は
さ
み

将
棋
を
総
当
た
り
で
体
験
し
ま
し
た
。

　
は
さ
み
将
棋
で
独
特
の
戦
法
を
考
え
付
い

た
対
戦
で
は
、お
互
い
に
相
手
の
作
る
陣
地

に
駒
を
進
め
ら
れ
ず
、引
き
分
け
に
な
り
ま

し
た
。は
さ
み
将
棋
の
奥
深
さ
を
知
っ
た

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

【 

百
人一首 

】

　
４
年
連
続
で
参
加
し
て
い
た
子
が
い
ま

し
た
。１
年
目
は
全
く
札
を
取
れ
ず
に
投
げ

や
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、今
年
は
、他
の
人
と
全
く
遜
色
な
く
、

対
等
の
勝
負
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、座
る
姿
勢
も
と
て
も
美
し
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

【 

囲
碁 

】

　
２
年
生
は
、相
手
の
石
を
囲
ん
で
取
る

こ
と
を
楽
し
み
、６
年
生
は
自
分
の
陣
地
を

広
げ
る
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

楽
し
み
方
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
の「
中
学
生
に
な
っ
て
も
参
加
し

た
い
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

12
〜 

将
棋・百
人
一
首・囲
碁･･･
今
年
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 

〜

子
ど
も
文
化
王
国
２
０
２
２

子
ど
も
文
化
王
国
２
０
２
２

創作館に安置されている観音像 （「新編 木島平史話」より）

 

長
か
ら
む

心
も
し
ら
ず

黒
髪
の

み
だ
れ
て
今
朝
は

物
を
こ
そ
思
へ

人
は
い
さ

心
も
知
ら
ず

ふ
る
里
は

花
ぞ
昔
の

香
に
に
ほ
ひ
け
る

飛
車王

将

し
ょ
う
ぎ

じ
ん

ち

ま
っ
た

そ
ん
し
ょ
く

ば とう

こう しん とう

にょ い りん

561
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令和５年度「社会教育関係団体」の登録・更新のお知らせ
　村では、スポーツや芸術文化活動を通じて生涯学習の充実に貢献するなどの一定の要件を満たす団体を「社会教
育関係団体」として認定しています。認定を受けると、それぞれの団体活動の振興を図るため、社会教育・体育施設
の使用料金等の軽減措置を受けられます。令和４年度に登録済みで更新希望の団体は、２月２２日（水）までにお手
続きをお願いします。
　今年度も新たな団体が発足して、意欲的に活動しています。新たに登録を希望する団体は、以下へお気軽にお問
合せください。
【問合せ】　木島平村農村交流館

☎ 0269（82）2041

・農村交流館（研修室･ラウンジ･調理室・グラウンド･体育館）
・ケヤキの森公園（中央グラウンド･多目的屋内運動場･テニスコート）
・村体育館 ・若者センター ・総合グラウンド ・弓道場 ・中町展示館

対
象
施
設

玉
滝
不
動
俳
句
大
会

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
５
月
８
日
の
樽
滝
落
水
に

あ
わ
せ
て
行
う
第
　
回
玉
滝
不
動

俳
句
大
会
で
は
、左
記
の
要
項
で

作
品
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
兼
　題
　

　  

（
未
発
表
作
品
、何
組
で
も
可
）

◇
出
句
料
　
　

◇
　
賞  

　

◇
締
　切
　
　

◇
出
句
先

　
〒
３
８
９-

２
３
０
３

　
木
島
平
村
上
木
島
３
３
３
８-

４

　
　
　
　
　
　
　
　
祢
津
　
恭
子

◇
選
　者（
敬
称
略
）

　
近
藤 

柊
雨
　
　
東
福
寺 

碧
水

　
玉
井 

玲
子
　
　
西
澤 

良
風

◇
そ
の
他

　
当
日
、小・中
学
生
の
俳
句
大
会

も
開
催
し
ま
す
。季
題
は
自
由
で

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

雑
詠
三
句
一
組

一
組
１
０
０
０
円

飛
瀑
賞
、村
長
賞
ほ
か

３
月
　
日（
金
）

　
　
当
日
消
印
有
効

37

し
ゅ
う
う

へ
き
す
い

り
ょ
う
ふ
う

社
会
教
育
関
係
団
体
の
紹
介

　

み
ゆ
き
野 

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

音
楽
交
流
さ
く
ら
会

み
ゆ
き
野 

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

音
楽
交
流
さ
く
ら
会

No
16

　
こ
の
会
は
、　
年
以
上
前
に
目
の
不
自
由
な
方
か
ら

「
コ
カ
リ
ナ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、誰
か
吹
き
方
教
え
て

く
れ
な
い
か
な
」と
い
う
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
は
、月
に
１
回
ほ
ど
、農
村
交
流
館
な
ど
で
練
習

し
な
が
ら
、福
祉
施
設
へ
訪
問
演
奏
し
た
り
村
民

祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
コ
カ
リ
ナ
の
音
色
は
木
の
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、

森
の
中
で
小
鳥
が
さ
え
ず
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
す
。た
だ
、こ
の
会
で
は
コ
カ
リ
ナ
に

限
ら
ず
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
ギ
タ
ー
、自
作
の
管
ホ
ル
ン

や
歌
声
で
参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
好
き
な
楽
器
、で
き
る
演
奏
で
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
や
発
表
会
を
通
じ
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、み
ん
な
が
一
つ
ひ
と
つ
大
切
な
役
割
を
も
っ
て

曲
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
達
成
感
や

満
足
感
を
持
ち
、生
き
が
い
を
感
じ
て
楽
し
ん
で

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
コ
カ
リ
ナ
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【 

問
合
せ 

】　
山
本
　
広
子（
中
町
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
６
９（
８
２
）３
５
９
５

10

おぼろ月夜を合わせていますおぼろ月夜を合わせています

ギターの伴奏も入りますギターの伴奏も入ります

2オクターブの音が出るコカリナ2オクターブの音が出るコカリナ

け
ん

だ
い

31

ね

い
ろ
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令和５年度「社会教育関係団体」の登録・更新のお知らせ
　村では、スポーツや芸術文化活動を通じて生涯学習の充実に貢献するなどの一定の要件を満たす団体を「社会教
育関係団体」として認定しています。認定を受けると、それぞれの団体活動の振興を図るため、社会教育・体育施設
の使用料金等の軽減措置を受けられます。令和４年度に登録済みで更新希望の団体は、２月２２日（水）までにお手
続きをお願いします。
　今年度も新たな団体が発足して、意欲的に活動しています。新たに登録を希望する団体は、以下へお気軽にお問
合せください。
【問合せ】　木島平村農村交流館

☎ 0269（82）2041

・農村交流館（研修室･ラウンジ･調理室・グラウンド･体育館）
・ケヤキの森公園（中央グラウンド･多目的屋内運動場･テニスコート）
・村体育館 ・若者センター ・総合グラウンド ・弓道場 ・中町展示館

対
象
施
設

玉
滝
不
動
俳
句
大
会

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
５
月
８
日
の
樽
滝
落
水
に

あ
わ
せ
て
行
う
第
　
回
玉
滝
不
動

俳
句
大
会
で
は
、左
記
の
要
項
で

作
品
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
兼
　題
　

　  
（
未
発
表
作
品
、何
組
で
も
可
）

◇
出
句
料
　
　

◇
　
賞  
　

◇
締
　切
　
　

◇
出
句
先

　
〒
３
８
９-

２
３
０
３

　
木
島
平
村
上
木
島
３
３
３
８-
４

　
　
　
　
　
　
　
　
祢
津
　
恭
子

◇
選
　者（
敬
称
略
）

　
近
藤 

柊
雨
　
　
東
福
寺 

碧
水

　
玉
井 

玲
子
　
　
西
澤 

良
風

◇
そ
の
他

　
当
日
、小・中
学
生
の
俳
句
大
会

も
開
催
し
ま
す
。季
題
は
自
由
で

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

雑
詠
三
句
一
組

一
組
１
０
０
０
円

飛
瀑
賞
、村
長
賞
ほ
か

３
月
　
日（
金
）

　
　
当
日
消
印
有
効

37

し
ゅ
う
う

へ
き
す
い

り
ょ
う
ふ
う

社
会
教
育
関
係
団
体
の
紹
介

　

み
ゆ
き
野 

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

音
楽
交
流
さ
く
ら
会

み
ゆ
き
野 

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

音
楽
交
流
さ
く
ら
会

No
16

　
こ
の
会
は
、　
年
以
上
前
に
目
の
不
自
由
な
方
か
ら

「
コ
カ
リ
ナ
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、誰
か
吹
き
方
教
え
て

く
れ
な
い
か
な
」と
い
う
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
は
、月
に
１
回
ほ
ど
、農
村
交
流
館
な
ど
で
練
習

し
な
が
ら
、福
祉
施
設
へ
訪
問
演
奏
し
た
り
村
民

祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
コ
カ
リ
ナ
の
音
色
は
木
の
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、

森
の
中
で
小
鳥
が
さ
え
ず
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
す
。た
だ
、こ
の
会
で
は
コ
カ
リ
ナ
に

限
ら
ず
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
ギ
タ
ー
、自
作
の
管
ホ
ル
ン

や
歌
声
で
参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
好
き
な
楽
器
、で
き
る
演
奏
で
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
や
発
表
会
を
通
じ
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、み
ん
な
が
一
つ
ひ
と
つ
大
切
な
役
割
を
も
っ
て

曲
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
達
成
感
や

満
足
感
を
持
ち
、生
き
が
い
を
感
じ
て
楽
し
ん
で

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
コ
カ
リ
ナ
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【 

問
合
せ 

】　
山
本
　
広
子（
中
町
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
６
９（
８
２
）３
５
９
５

10

おぼろ月夜を合わせていますおぼろ月夜を合わせています

ギターの伴奏も入りますギターの伴奏も入ります

2オクターブの音が出るコカリナ2オクターブの音が出るコカリナ

け
ん

だ
い

31

ね

い
ろ
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人
権
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
ポ
ス
タ
ー
展

　
今
回
は
、６
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
人
権

副
読
本『
あ
け
ぼ
の
』改
訂
の
背
景
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
現
在
、学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
人
権
教
育

は
、”人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
“な
ど
を

根
拠
に
位
置
づ
い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

中
、国
連
に
よ
り
S
D
Gs
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、国
で
は
、人
権

三
法
と
呼
ば
れ
る
、障
が
い
者
差
別
解
消

法
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
、部
落
差
別

解
消
推
進
法
が
、２
０
１
６
年
に
施
行
さ

れ
、ど
の
法
律
の
条
文
に
も
、教
育
・
啓
発

の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
、今
回
の
改
訂

の
大
き
な
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、学
校

現
場
か
ら
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
な
ど「
性
と
人
権
」に
係
る
教
材

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
要
因
が
、今
回
の『
あ
け

ぼ
の
』改
訂
の
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
な
っ
た

学
習
指
導
要
領
に
は
、こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

前
文
に
、「
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、自
分

の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値
の
あ
る
存
在

と
し
て
尊
重
し
、多
様
な
人
び
と
と
協
働

し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り

こ
え
、豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、ま
さ
に
人
権
教
育
・同
和
教
育
が
目
ざ

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

人
権
副
読
本

『
あ
け
ぼ
の
』改
訂
の

　
　 

背
景
に
つ
い
て

人
権
推
進
室
　
山
屋
秀
夫

第
2
回

人権教育のための
世界計画
第４フェーズ

人権教育及び
人権啓発の推進に
関する法律等

（2020-2024）

国 連 国

SDGsの推進
（誰一人取り残さない
人権尊重の理念）

人権三法 2016年

国 連 国

・障害者差別解消法
・ヘイトスピーチ解消法
・部落差別解消推進法

性的マイノリティ、ジェンダー平等
などの教材の必要性

「あけぼの 人間に光あれ」
の改訂

「あけぼの 人間に光あれ」
の改訂

人権学習の授業で
大切にしたいこと

・子どもの生活背景
・多様性（ダイバーシティ）
・少数者（マイノリティ）
・被差別の立場に立ちきる

人
権
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
ポ
ス
タ
ー
展

小
学
生
低
学
年
の
部

　
昨
年
度
の
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。学
年
は
、

令
和
３
年
度
の
応
募
時
の
も
の
で
す
。高
学
年
の

紹
介
は
次
回
に
な
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

〈優秀賞〉 小林 竜大（3年）
た つ き

〈優秀賞〉 嘉生 咲希（3年）〈優秀賞〉 山本 龍磨（3年）
りゅう ま

〈優秀賞〉 小林 菜央（2年） 〈優秀賞〉 三橋　鈴（2年）
りん

あ

323233



★新着図書★★新着図書★

図書館だより図書館だより

カラスは言った（渡辺優）  任務（松本清張）  十三夜の焔（月村了衛）  骨灰（冲方丁）  老害の人（内館牧子） 
首ざむらい 世にも快奇な江戸物語（由原かのん）  荒ぶるや 空也十番勝負9（佐伯泰英）
 使いきれない農地活用読本（農文協）  バカと無知（橘玲）  私のことば体験（松居直） 
 ぼくはウーバーで捻挫し、山でシカと闘い、水俣で泣いた（斎藤幸平）  雪崩教本（雪氷災害調査チーム）
 0・1・2・3・4・5歳児の手作りおもちゃ（竹井史）  あみぐるみ基本のきほん（いちかわみゆき）  
はじめての和菓子レッスン（金塚晴子ほか）  山奥ビジネス（藻谷ゆかり）

★児童図書★★児童図書★
わらってよピッコ（ルイス・スロボドキン）  すいどう（百木一朗）  ずかん貝のからだ（清水洋美）
Cui Cui.の図工のじかん（CuiCui.）

もも

ず こう

き いち ろう かい し みず ひろ み

問86

② 馬頭観音

問87

　市川氏の業績として挙げられるのは、このように村内のいくつもの
寺社を保護したことです。市川氏は、寺社を保護することを通して人々
の信心を大切にし、集落をまとめていきました。

部谷沢
　この庚申塔には「慶安元年（1648年）九月造立」と彫られています。
また、写真では確認できませんが庚申塔に定番の鶏と猿が彫られて
います。

公民館図書委員 辻村 安江
『山をつくる　
東京チェンソーズ

の挑戦』
著：菅 聖子

　植樹しても、育樹をしないと森は死ぬらしい。
　この本を読むまでは、植樹さえすればいいと漠然と思っていたので衝撃的でした。
　日本の国土を守るために必要な仕事の一つ、林業ですが就労問題が深刻。
　「現代のきこり」林業会社「東京チェンソーズ」について書かれた本書は、児童書では
あるけれど、林業の役割、就労問題、季節ごとの仕事が分かるだけでなく、社員の人柄や
転職動機などがあり、仕事とは？働くとは？という点でも、参考になる一冊。社員の経歴が
これまたすごい。レパートリーゆたかで、林業とはこれほど多くの職種に響くのかと驚か
される。
　スピードや結果ばかりが求められる現代で１０年１００年という単位で、物事を考え
る視点と価値観はとても豊かで尊い。いつかの誰かの為の、今ある仕事。子どもか、ひ孫
か、その先か。今やっている仕事の評価は未来の人がする。林業とはそういう仕事らしい。
水を守るのも、災害を防ぐのも、海を守るのも豊かな森があってこそ成り立つ。あらため
て考えさせられる一冊でした。

今月の一冊

図書館内の蔵書点検をおこなうため、毎月最終火曜日は休館します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

休館のお知らせ 今月の点検休館日

２月 28日 (火)

ゆう

ねん ざ たたか

ひとし

も たに

みな また

せい

よし はら

たちばなあきら ただし

なだれ

ちょう じゅうさん や ほむら りょう え こっ ぱい うぶ かた とう

部谷沢の庚申塔部谷沢の庚申塔

ばく ぜん

公 民 館 報 2023.2 （No.561）
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「
つ
く
し
の
家
」

　つ
く
し
の
家
は
、障
が
い
の
あ
る
方
が
一
般
就
労
に

向
け
て
働
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
場
所
で
す
。

　障
が
い
者
総
合
支
援
法
と
い
う
、法
律
で
定
め
ら

れ
た
、国
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で「
就
労
の
機
会
の

提
供
」や「
就
労
に
必
要
な
能
力
を
育
む
」こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　つ
く
し
の
家
は
、毎
日
　名
〜
　名
の
方
が
利
用
し
、

活
気
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、自
分
自
身
の
目
標
に
向
け

て
、日
々
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。月
に
1
回
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
作
業
内
容
の
確
認
を
し
て
、作
業

が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　主
な
作
業
内
容
は
、さ
を
り
織
り
・さ
を
り
織
り

を
用
い
た
バ
ッ
ク
や
ポ
ー
チ
等
の
作
品
作
り
・
公
共

施
設
の
清
掃・地
域
の
企
業
か
ら
い
た
だ
い
た
、室
内
で

で
き
る
仕
事
・
地
域
で
集
め
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別

作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　つ
く
し
の
家
の
商
品
は
、つ
く
し
の
家
、フ
ァ
ー
ム
ス

木
島
平
、た
る
川
、馬
曲
温
泉
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

15

20

事
業
所
紹
介

就
労
継
続
支
援（
B
型
）事
業
所

商 品 紹 介

この他にも、色 な々商品を取り揃えております。

ヘアーゴムヘアーゴム きんちゃくきんちゃく コースターコースター

さをり織り
（ペンダント・ストラップ）

さをり織り
（ペンダント・ストラップ）

小銭入れ・印鑑入れ小銭入れ・印鑑入れ シュシュシュシュ

令和5年の社協支部長は次のとおりです。１年間よろしくお願いいたします。
令和5年度 社協支部長名簿令和5年度 社協支部長名簿

地 

区
糠 

千

勝
川
澄
江

湯
本
幸
子

青
木
敏
夫

小
林
英
夫

吉
野
春
子

芳
沢
長
弘

川
村
重
雄

丸
山
一
夫

横
田
武
三

芳
川
町
子

浦
山
宏
一

土
屋
恒
夫

小
林
義
典

湯
本
精
一

小
松
隆
英

斉
藤
定
善

新
岡
純
生

武
田
利
治

島
田
忠
昭

宮
崎
信
吉

白
川

 

一
江

野
口

 

章

騚
原
春
夫

山 

口
柳
久
保

氏
　名

地 

区

氏
　名

大 

町

千 
石

中 

町
西 

町
南 

鴨
高 

石庚
池
の
平

巿
之
割

中 

島

部
谷
沢

原
大
沢

上
千
石

平 

沢
馬 

曲
栄 

町
中 

村
小 

見
和 

栗
稲 

荷
内 

山
北 

鴨

西
小
路

勝
山

 

卓

土
屋

 

隆

山
崎

 

晃

（敬称略）

さをり織りさをり織り

ノバキャップ作業ノバキャップ作業

No.

発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269(82)4888
社協ホームページ
https://sites.google.com/
view/kijima-syakyo/

さわ
やか笑顔さん

349

一
般
就
労
に
向
け
て
、

日
々
仕
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。

「つくしの家」の皆さん

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。 343435 34



赤い羽根共同募金「映画上映会」のお知らせ

新型コロナウイルスの影響に
より、予定を変更する場合が
あります。ご理解とご協力を
お願い致します。2/15～3/31

社協の予定社協の予定

〇ふれあいランチ
〇赤い羽根共同募金 映画上映会（申し込み必須）
〇心配ごと相談（相談員・・・行政相談委員、
　人権擁護委員、民生児童委員）
〇ふれあいランチ
〇ふれあいランチ
〇無料法律相談＜予約制＞
　（相談員・・・天然寺法律事務所 齊藤善隆弁護士）

2/22
2/23
3/1

3/8
3/15

つぶやきコーナーつぶやきコーナー

たくさんの方から介護用品や
食材のご寄附をいただきました。
皆さまからのご厚意に感謝い
たします。

保健補導員、そのOBの皆様が
中心に取り組んでいただいて
いる雑巾は、コロナ禍のこまめな
消毒に大変、重宝しております。

金も 宝も 財産も
あればあるほど
足らぬもの　

（水）
（木）
（水）

（水）
（水）

あたたかい善意あたたかい善意

職 員 募 集
　社会福祉協議会では、令和５年４月１日からお勤めいただく非常勤職員を募集しています。
・ 職 種 　登録ヘルパー（要資格）
　　　　 介護員（資格不要）
　　　　 送迎業務員（資格不要）

・ 申込期限　令和５年３月31日まで

・ お問合せ先　木島平村 社会福祉協議会　☎0269-82-4888

　今年で31年目になる「愛の
1円玉募金」活動で、村老人ク
ラブ連合会様より26,278円、
中町長寿会様より5,389円の
ご寄附をいただきました。
　今までにご寄附頂いた総額
は1,852,757円です。
　長年に渡り、あたたかい活動を
続けていただいている皆様に
心より感謝申し上げます。安心
して暮らせる地域づくりの事業
活動に活用させていただきます。

木島平村社会福祉協議会／木島平村共同募金委員会

赤い羽根共同募金「映画上映会」のお知らせ 50名様限定50名様限定
（先着順）

事前に
お申し込み
ください

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用、アルコール手指
　消毒、体調管理などにご協力をお願いします。

日　時

場　所

令和５年2月23日 （木・祝）　13:30～15:30（開場13:00）　
木島平村若者センター

申込み 電話・ファックス・メール等で
①氏名 ②住所 ③電話番号 をお伝えください。

問合せ 木島平村社会福祉協議会　☎ 82-4888　FAX：82-4344
　　　　　　　　　　　　　 mail：k_syakyo@dia.janis.or.jp

当日会場で「フードドライブ」を行います！

〝ぼけますから、よろしくお願いします。〟認知症の母と耳の遠い父と離れて暮らす私―

入場無料！入場無料！

会議室を設ける費用に
活用させていただきました。

愛の一円玉募金愛の一円玉募金
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 島﨑  一
ま ほ こ

鳳ちゃん

 令和２年 12 月 25 日生まれ

 （内山区/邦
くにあつ

厚さん・志
し づ か

津香さん）

世帯と人口 ２月１日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

2,049（ー 2） 2,155（－8） 4,204（－１0）1,528（± 0）

　音
楽
を
聴
い
た
り
踊
っ
た
り
、
ク

レ
ヨ
ン
で
お
絵
描
き
し
た
り
す
る
の

が
好
き
な
一
鳳
ち
ゃ
ん
。

　

　ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
犬
や
猫
、
魚

を
見
る
の
が
マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

自然劇場

◆令和５年 ２月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆株式会社　日美印刷

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

令和５年２月 21 日の任期満了に伴い、　２月５日に行われた木島平村長選挙の結果をお知らせします。

２月掲載承諾分動きの人人人人

4 月 23 日執行  村議会議員選挙日程（予定）

投票結果 開票結果

令和５年２月５日執行  木島平村長選挙  選挙結果

○事前説明会：３月 24 日㈮  午前 9 時 30 分（役場）
○告示日：４月 18 日㈫
○期日前投票期間：４月 19 日㈬～ 22 日㈯　

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

341

ごめいふくをお祈りします

　  12   .31         糠　千     　山嵜しげ子
こ

　　    （93）
　      1   .15         和　栗     　藤澤とみ江

え

　　    （92）
　      1   .15         内　山     　島﨑權

け ん た ろ う

太郎　　    （90）
　      1   .16         部谷沢     　畔上きみよ　　    （98）
　      1   .21         　庚　     　土屋ヨシ子

こ

　　    （87）
　      1   .25         　庚　     　芳野　節

せ つ こ

子　　    （88）
　      1   .30         西小路     　飯島　三

みつのり

則　　    （87）

　   1   . 16         中　村       　山﨑　 朔
さく

       （皓
ひろし

 ・佐
さ き

起）

こんにちは赤ちゃん
    　誕生日　        集　落　　　　氏　　名            父・母

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBDのど
ちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳しく
は政策情報係（内線114）までご連絡ください！

区分 当 日 の
有権者数 投票者数 投票率％

男 1,880 1,317 70.05%

女 1,915 1,334 69.66%

計 3,795 2,651 69.86%

日台まさひろ 江田ひろこ 丸山邦久

得票数 1,232 1,039 361

投票総数 有効投票数 無効投票数

2,651 2,632 19


